
甲賀が誇る

ものづくりのチカラp２-５

信頼回復に向けて
～滋賀県知事選挙に向けた取り組み～

p12-　
13

p6 甲賀市湖南市
合同ＪＯＢフェア開催

受章おめでとうございます

オール甲賀で暮らしをサポートp16

p8

Photo ● 児童が、鮮やかな色彩の衣装を身に着けケンケト踊りを披露

今号のどこかに拙者が
隠れているでござる！

せっしゃせっしゃ

同じ色の
たぬきを
探してね！

表紙

Ｐ２－５

特集

Ｐ６

Ｐ８

Ｐ１２－１３

Ｐ１６

表紙　キャプション

Photo：児童が、鮮やかな色彩の衣装を身に着けケンケト踊りを披露

広報

特          集

無料アプリ「マチイロ」で
スマホから甲賀市の情報をチェック！
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特  集

　甲賀のものづくり企業では、皆さんの身の回りにあるものから、普段あまり見るこ
とのないものまで、あらゆる製品が造られています。
　ここでは、私たちの生活を支える、甲賀で造られている製品の一部をご紹介します。

自動車のサスペンションに
使用するばね
日本発条㈱滋賀工場
水口町笹が丘１番地５号
☎ 62-3171（代）
http://www.nhkspg.co.jp/

ドアトリム（ドアの内張り部品）
トヨタ紡織滋賀㈱
☎水口町笹が丘１番地１４
63-0031（代）
http://www.toyota-boshoku.com/jp/

合わせガラス用中間膜（自動車用）
（合わせガラス内フィルム）
積水化学工業㈱ 滋賀水口工場
水口町泉１２５９
☎ 62-3381（代）
http://www.sekisui.co.jp/

車体部品
（自動車の骨格部品）
㈱ジーテクト滋賀工場
土山町南土山乙４１番地
☎ 66-1121（代）
http://www.g-tekt.jp/

サポートヨーク
（パワーステアリング用
アルミ部品）
湖南精工㈱
甲南町柑子２００２番地２８
☎ 86-0202
http://www.konan-g.com

車軸部品
近江鍛工㈱ 信楽工場
信楽町黄瀬１３８番地
☎ 83-1511（代）
http://www.omitanko.co.jp

▋LED照明
NEC ライティング㈱
水口町日電３番１号
☎ 63-7000（代）
http://www.nelt.co.jp

▋接着剤
コニシ㈱ 滋賀工場
水口町笹が丘１番地１２
☎ 62-4340（代）
http://www.bond.co.jp/

▋プラスチックケース
天馬㈱ 滋賀工場
甲南町竜法師１４５６番地
☎ 86-3111（代）
http://www.tenmacorp.co.jp

▋システムキッチン
タカラスタンダード㈱滋賀工場
水口町さつきが丘２８番地
☎ 63-5050（代）
http://www.takara-standard.co.jp/

▋建設機械
㈱日立建機ティエラ
水口町笹が丘１番地２
☎ 62-6431（代） 
http://tierra.hitachi-kenki.co.jp/

実は
あなたの
周りにも?!

◦両面テープ　◦薬　◦健康食品　◦衣服　◦電子機器製品部品　◦カーペット　◦寝具　などまだまだあります

が
誇
る

も
の
づ
く
り
の
チ
カ
ラ

　
甲
賀
市
は
11
年
連
続
で
県
内
ト
ッ
プ
の
製
造
品
出
荷
額
を
誇
る
ま
ち
で
す
。

忍
者
や
お
茶
、
信
楽
焼
な
ど
が
注
目
さ
れ
ま
す
が
、
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
と
し

て
の
魅
力
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
月
号
で
は
、
甲
賀
の
も
の
づ
く
り
の
特
長
や
、
実
際
に
ど
ん
な
も
の

が
造
ら
れ
て
い
る
の
か
、
も
の
づ
く
り
企
業
で
絶
え
ず
挑
戦
し
生
き
生
き

と
働
く
方
、
母
国
を
離
れ
甲
賀
市
で
活
躍
さ
れ
る
外
国
の
方
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
視
点
か
ら
、
甲
賀
が
誇
る
も
の
づ
く
り
の
チ
カ
ラ
に
迫
り
ま
す
。

甲
賀
市
は
立
地
条
件
の
良

さ
が
特
長
で
す
。
新
名

神
高
速
道
路
を
は
じ
め
と
す
る

広
域
交
通
網
も
整
備
さ
れ
、
市

内
に
物
流
拠
点
も
多
く
、
工
場

建
設
の
た
め
の
広
大
な
土
地
も

確
保
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
立

地
条
件
の
良
さ
か
ら
、
甲
賀
市

に
は
高
度
な
技
術
を
持
つ
も
の

づ
く
り
企
業
が
多
く
集
ま
り
、

求
人
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
働
く
人
に
と
っ
て
、
住
み
や

す
さ
も
甲
賀
市
の
魅
力
の
ひ
と

つ
と
言
え
ま
す
。
特
に
関
西

圏
の
人
に
と
っ
て
、
滋
賀
県
は

就
労
先
と
し
て
重
要
な
地
位

を
占
め
る
ば
か
り
で
な
く
、
他

県
出
身
者
に
と
っ
て
も
、
非
常

に
住
み
や
す
い
と
こ
ろ
だ
と
思

い
ま
す
。
さ
ら
に
甲
賀
市
に

は
、
米
や
茶
、
酒
な
ど
自
慢

で
き
る
い
い
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　
甲
賀
市
の
企
業
で
は
多
様
な

人
材
を
積
極
的
に
活
用
し
よ
う

と
す
る
考
え
方
が
進
ん
で
い
ま

す
。
今
後
、
さ
ら
に
甲
賀
市
の

も
の
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、
国
籍
・
文
化
・

性
別
に
関
係
な
く
活
躍
で
き
る

社
会
を
ま
ち
全
体
で
創
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大阪

京都

名古屋

名阪国道名阪国道

西名阪自動車道西名阪自動車道関西国際空港
（約２時間）
関西国際空港
（約２時間）

大阪国際空港
（約１時間２０分）
大阪国際空港
（約１時間２０分）

中部国際空港（約1時間30分）中部国際空港（約1時間30分）

名神高速道路名神高速道路

東名阪
自動車道
東名阪
自動車道

100km圏内100km圏内

50km圏内50km圏内新名神高速道路新名神高速道路

（新名神開通予定）（新名神開通予定）

名古屋港
（約1時間20分）
名古屋港
（約1時間20分）

神戸空港
（約２時間）
神戸空港
（約２時間）

大阪南港
（約１時間40分）

大阪南港
（約１時間40分）

ものづくり県内No.1のまち
大都市から
  100km圏内の好立地

高度な技術の
 ものづくり企業が
�集まる工業集積都市

インタビュ―

　甲賀市工業会には86社が加
入し、会員企業の経営基盤強化
や、地域活性化に向けて活動さ
れています。
　甲賀市でのものづくりや働き
やすさについて、会長の渡辺朗
夫さんにお伺いしました。

甲賀市工業会　会長
渡
わ た な べ

辺朗
あ き お

夫さん
（㈱日立建機ティエラ）

甲賀ポン蔵
ⓒ 2008 甲賀市工業会

製造品出荷額
11年連続県内第１位

こ
　
う
　
　
　
　
か
　

ほ
　
こ
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製造業

ものづくりに
興味がありました。

実家から近く、
通いやすいです。

甲
賀
市
に
は
、

も
の
づ
く
り
企
業
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

製造業製造業

造園
工事業

電気
工事業

き
つ
い
イ
メ
ー
ジ
の

現
場
仕
事
も
、
実
際
は

や
り
や
す
い
で
す
。

気
さ
く
な
人
が

多
く
働
き
や
す
い

で
す
。

介護
サービス業

製造業

インタビュ― インタビュ―

自
動
車
の
内
装
・
外
装
部
品
、
エ
ン
ジ
ン

関
連
部
品
を
製
造
す
る
会
社
で
、
車
の

バ
ン
パ
ー
を
塗
装
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
賞
を
と
っ
た
改
善
策
で
は
、
バ
ン
パ
ー

に
塗
料
を
吹
き
付
け
る
た
め
の
配
管
内
の
汚
れ

を
完
全
に
除
去
す
る
方
法
を
考
案
し
、
製
品

の
不
良
を
な
く
す
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
日
々
作
業
を
行
う
中
で
、
改
善
策

を
考
案
し
、
仕
事
の
仲
間
か
ら
「
作
業
が
し
や
す

く
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
と
き
に
、
や
り
が
い

を
感
じ
ま
す
。

　
自
分
の
技
術
が
向
上
す
る
こ
と
で
、
製
品
の

質
も
上
が
っ
て
い
く
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
の

技
術
が
製
品
の
出
来
を
左
右
す
る
た
め
、
自
分

の
技
術
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
面
白
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　
職
場
で
も
、
塗
装
の
技
術
で
ラ
ン
ク
分
け
を

す
る
技
能
評
価
制
度
、
そ
れ
ぞ
れ
の
弱
点
を

把
握
し
た
上
で
訓
練
を
す
る
指
導
者
体
制
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
技
術
を
高
め
て
上
の
ラ
ン

ク
に
い
き
た
い
と
い
う
目
標
が
や
る
気
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
動
車
部
品
を
製
造
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、「
お
父
ち
ゃ
ん
が
作
っ
た
自
動
車

や
で
」
と
自
分
の
子
ど
も
に
誇
れ
る
こ
と
も
、

仕
事
の
や
り
が
い
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

忍
者
に
深
く
関
わ
り
の
あ
る
薬
と
い
う
商
品
を

取
り
扱
う
会
社
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
昨
年
、

忍
者
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
自
社

の
製
品
で
甲
賀
と
い
う
ま
ち
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
、

「
忍
シ
リ
ー
ズ
」
を
発
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
甲
賀
に
住
ん
で
い
る
と
、「
忍
者
の
ま
ち
」「
薬
の

ま
ち
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
が
、
県
外
の
人
に
は
ま

だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
知
り
、
地
元
甲
賀
を
も
っ
と

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。

甲
賀
の
人
は

と
て
も
温
か
く

迎
え
て
く
だ
さ
る
の
で
、

い
つ
も
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
、

癒
や
さ
れ
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る

よ
う
に
な
り
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

普
段
は
生
産
業
務
の
仕
事
を
し
て

い
る
の
で
、
地
域
お
こ
し
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
て
も
手
段
が
な
い
の
で

す
が
、
今
回
忍
シ
リ
ー
ズ
の
製
品
を
作
る

に
あ
た
っ
て
、
地
域
の
方
と
の
つ
な
が
り

が
持
て
た
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。

　
な
か
な
か
自
分
の
出
し
た
ア
イ
デ
ア
が

通
ら
な
い
こ
と
や
、
商
品
開
発
の
期
間
が

短
い
こ
と
な
ど
、
大
変
な
こ
と
も
多
い
で

す
が
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
、
今
回
満
足

の
い
く
よ
い
も
の
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

文部科学大臣表彰

創意工夫功労者賞受賞
トヨタ紡織滋賀

ものづくりの
さらなる可能性に挑戦

日新薬品工業 忍
しのび

シリーズ
　工場などの職場で作業改善に
取り組み、産業や科学技術の向
上に貢献した方に贈られる『創
意工夫功労者賞』を、トヨタ紡
織滋賀株式会社の３人が受賞さ
れました。
　そのうちのひとり、安達裕治さ
んにものづくりのやりがいや面白
さを語っていただきました。

　日本遺産認定による忍者へ
の注目度の高まりや、外国人
観光客の増加により、甲賀の
ものづくりにも新たな可能性が
出てきています。
　日新薬品工業株式会社では、
新商品開発プロジェクトチーム
を立ち上げ、「忍シリーズ」と題
した商品を発表しました。

第一製造室　バンパー塗装係

安
あ

達
だ ち

裕
ゆ う

治
じ

さん

営業部　隠
お き

岐綾
あ や

香
か

さん

生産部　岸
き し む ら

村美
み

佐
さ

さん

自
分
の
技
術
を
追
求
す
る
こ
と
で

製
品
の
質
が
上
が
っ
て
い
く
面
白
さ

忍
シ
リ
ー
ズ
で

地
元
甲
賀
の
認
知
度
を

も
っ
と
上
げ
た
い

満
足
の
い
く
も
の
を

提
供
し
た
い

▲昨年発売の「甲賀口中錠」（左）と新発売の「コラーゲンドリンク忍」（右）

▲業務改善考案中の安達さん

　今までにない商品を生み出すことは、
とても楽しい。楽しいだけで終わらず、
売り上げに結びつけ、さらに忍者のまち
甲賀を盛り上げていきたい。

甲賀の

　　　が好きココ

甲賀の

　　　が好きココ
突撃

インタビュー

だ
か
ら
甲
賀
で

働
き
た
い

あなたも甲賀市で働きませんか？

まずは甲賀市湖南市
合同ＪＯＢフェアへ行こう
詳細は次のページへ

大学時代の実習先で
働きたいと思い、
ここで就職しました。

自分の造りたい
製品を造る会社が
甲賀市にありました。

●問い合わせ・申込み●商工労政課　新産業振興係　☎69-2187　Ｆax63-４０８７

新商品開発事業補助
　市では、地域資源を生かした新たな特産品の開発や販売促進等に必要
な経費に対して、経費の一部を補助します。開発いただいた商品は、ふ
るさと納税の返礼品として活用します。
■補助対象者　市内で１年以上事業を行っている法人または個人
■補助金額　対象となる経費の２分の１以内（限度額５０万円）
※１事業につき１回限り　※その他詳細は市ホームページまたは下記まで

来
日
当
初
は
、
言
葉
が
分

か
ら
ず
苦
労
し
ま
し
た
が
、

身
振
り
手
振
り
で
丁
寧
に

教
え
て
も
ら
え
ま
し
た
。

外
国
人
従
業
員
の
通
訳
や
、

行
政
手
続
き
等
の
サ
ポ
ー
ト

が
あ
り
安
心
し
て
働
く
こ
と

が
で
き
る
会
社
で
す
。

感謝されることが
やりがいです。
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日 時

場 所

参加対象者

出展企業・事業所一覧　全６６社

information相談

《 魅力ある地元企業での 》就職をサポート 
　就職を希望する学生および若年
求職者と採用を希望する市内企業・
事業所との合同就職面接会を開催
します。
　出展企業・事業所の採用担当者
と直接お話ししていただけます。

７月３日（火）１３時３０分～１６時�
　（受付開始１３時　受付終了１５時３０分）

�クサツエストピアホテル�  
草津市西大路町４-３２

　◦�平成３１年３月に大学（院）、短期
大学、高等専門学校等を卒業予
定の学生（卒業後３年以内を含む）

　◦�若年求職者（概ね４０歳代前
半まで）

　募集職種・求人数等詳細は、市ホームページを
ご覧ください。

▲両市１０人の委員

甲
こ う

賀
か

市
し

合
ご う

同
ど う

ＪＯＢフェア開
か い

催
さ い

 湖
こ
南
な ん

市
し （合同就職面接会）　�

●問い合わせ●

商工労政課　商工労政係　☎69-２１８８　Ｆax63-４０８７

●問い合わせ●　商工労政課　女性活躍推進室　☎６９‐２１８９　　Ｆax６３‐４０８７

№ 企業・事業所名
1 株式会社 奥田工務店 水口支店
2 松山産業 株式会社
3 株式会社 イワキ
4 株式会社 和気 滋賀工場
5 株式会社 ジョーニシ
6 株式会社 関西技研
7 株式会社 ニューリー・土山
8 株式会社 エコパレット滋賀
9 大宝柊木 株式会社
10 甲陽興産 株式会社
11 上西産業 株式会社
12 滋賀県自動車協同組合 甲賀自動車教習所
13 ヤマデテクノ 株式会社
14 株式会社 びわこホーム
15 ダイヤモンド滋賀
16 滋賀交通 株式会社
17 共和工業 株式会社
18 センチュリー・シガ・ゴルフクラブ
19 株式会社 コメリ
20 株式会社 エムケー
21 株式会社 水口スポーツセンター
22 ホンダオート近江 株式会社
23 ニッタモールド 株式会社
24 滋賀シミズ精工 株式会社
25 株式会社 大彌
26 椿本メイフラン 株式会社

№ 企業・事業所名
27 株式会社 平田自工・ホンダカーズ土山
28 住友電工ウインテック 株式会社
29 株式会社 エヌ・アイ・エヌコンサルタント
30 株式会社 辻正
31 株式会社 コーガアイソトープ
32 株式会社 滋賀測量設計事務所
33 日本観光開発 株式会社
34 湖東信用金庫
35 ツジコー 株式会社
36 髙橋カーテンウォール工業 株式会

社 滋賀工場
37 株式会社 積水化成品滋賀
38 湖南精工 株式会社 甲賀ファクトリー
39 天馬 株式会社 滋賀工場
40 淀川ヒューテック 株式会社、

淀川サンセイ 株式会社
41 オリックス・ゴルフ・マネジメント

株式会社 朝宮ゴルフコース
42 滋賀運送 株式会社、

滋賀運送竜王 株式会社、
滋賀運送甲賀 株式会社、
滋賀協同物流 株式会社、
滋賀自動車工業 株式会社

43 株式会社 建研
44 株式会社 ヒロセ
45 滋賀ハーネックス 株式会社
46 滋賀テレコム 株式会社

●
相
談
例
●

　
・
仕
事
の
探
し
方

　
・
就
職
活
動
の
進
め
方

　
・
仕
事
と
育
児
の
両
立

　
・
保
育
情
報　
な
ど

●
定
員
●

　
各
日
先
着
４
人（
予
約
制
）

●
相
談
時
間
●

　
①
10
時
～
10
時
45
分 　
②
11
時
～
11
時
45
分

　
③
13
時
～
13
時
45
分 　
④
14
時
～
14
時
45
分

●
申
込
方
法
●

　
滋
賀
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
草
津

駅
前
へ
電
話
（
0
7
7-

5
9
8-

1
4
8
0
）
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
受
付
時
間
は
平
日
9
時
〜
16
時

※�

定
員
に
な
り
次
第
、
終
了
し
ま
す
。

●
託
児
●
無
料（
対
象
：
月
齢
６
カ
月
以
上
～
未

就
学
児
童
）

※�

相
談
予
約
時
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

開催日程 場所 予約開始日
6月26日（火） 水口子育て支援センター 6月  1日（金）～
7月10日（火） 甲賀子育て支援センター 6月11日（月）～
7月18日（水） 水口子育て支援センター 6月18日（月）～
9月  6日（木） 甲賀子育て支援センター 8月  6日（月）～
9月20日（木） 水口子育て支援センター 8月20日（月）～

働
き
た
い
女
性
の
無
料
相
談
窓
口

【
マ
ザ
ー
ズ
就し

ゅ
う

労ろ

う

相そ

う

談だ

ん（

託
児
付
き）

】

　
結
婚
や
出
産
、
子
育
て
等
に
よ
り
離
職
し
た
後
、
再
就
職
を
考
え
て

い
る
方
や
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
悩
ん
で
い
る
方
な
ど
「
働
き
た
い

女
性
」を
対
象
に
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
無
料
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
●

　
商
工
労
政
課　
女
性
活
躍
推
進
室　
☎
6
9‐2
1
8
9　

Ｆax
6
3‐4
0
8
7

●
問
い
合
わ
せ
●

　
政
策
推
進
課　
政
策
推
進
係　
☎
６
９‐2
1
０
５　
Ｆax
６
３‐４
５
５
４

予約不要・参加無料・入退場自由

合同開催は“初”

（申し込み順に掲載）

※その他湖南市出展企業・事業所２０社

　
甲
賀
市
・
湖
南
市
の
行
政
間
の
連
携
に
向
け
た
新
た
な
し
く
み

「
甲
賀
市
・
湖
南
市
広
域
行
政
協
議
会
」
の
設
立
総
会
が
5
月

16
日
、
湖
南
市
共
同
福
祉
施
設
サ
ン
ラ
イ
フ
甲
西
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
古
く
か
ら
甲
賀
郡
と
し
て
結
び
つ
き
の
深
い

両
市
が
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
、

行
政
事
務
の
効
率
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
広
域
連
携
の
実
現
を
め

ざ
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
は
、
両
市
の
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
、
市
議
会
議
長
・

副
議
長
の
計
10
人
で
構
成
し
、
設
立
総
会
に
よ
り
、
湖
南
市
長
が

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
議
で
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
構

成
、
社
会
構
造
な
ど
の
変
化
を
受
け
、
今
後
、
各
市
単
独
で
の
対

応
が
困
難
に
な
る
と
想
定
さ
れ
る
課
題
に
つ
い
て
共
有
を
図
っ
た

後
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
公
共
交
通
や

観
光
振
興
、
民
間
投
資
を
誘
発
す
る
取

り
組
み
等
の
連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
協
議
会
で
検
討
し
た
課
題

に
つ
い
て
、
両
市
職
員
で
構
成
す
る
幹

事
会
等
に
よ
り
具
体
的
な
調
査
や
研
究

を
進
め
る
と
と
も
に
、
各
種
事
業
に
お

い
て
も
連
携・交
流
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

甲こ

う

賀か

市し

・
湖こ

南な

ん

市し

広こ

う

域い

き

行ぎ
ょ
う

政せ

い

協き
ょ
う

議ぎ

会か

い

設せ

つ

立り

つ

総そ

う

会か

い

開か

い

催さ

い

　市では、仕事と生活の調和が実現し、心豊かに暮らせるまちに向け、昨年度、市内企業・事業所・団体と
共同で働き方改革のひとつである「イクボス宣言」を行いました。
　今年度は、「会社の成長のため働き方改革は欠かせないが、どう取り組めばよいか分からない」という悩み
を解決するため、働き方改革を支援する「ワーク・ライフ・バランス推進事業」を実施します。
　ワーク・ライフ・バランスを進め、多様で柔軟な働き方を会社の経営戦略としてぜひ取り
入れてください。
　事業の詳細については、市ホームページでご確認いただくか、下記までお問い合わせください。
■ワーク・ライフ・バランス推進事業

事業メニュー 開催日時 内容
〇働き方改革キックオフセミナー
利益を生む甲賀市イクボスセミナー

『～働き方改革最前線イクボスで離職率ダウン・人材確保～』
７月 ５日（木）

利益を生む働き方改革、また離職を防ぎ人
材確保のための働き方改革についてのセミ
ナーの開催

働き方改革推進リーダー養成講座（３回連続講座）
７月２５日（水）
８月２９日（水）
９月１２日（水）

イクボス宣言企業を主な対象とし、各企業に
おける働き方改革推進リーダーを養成する
連続講座の開催

働き方改革アドバイザー派遣 ８月～１２月
働き方改革を推進している企業にアドバイ
ザーを派遣し、自社における取り組みへの助
言を行います。

働き方改革企業理解促進事業 随時受付
働き方改革やイクボスへの取り組みについ
て、理解していただくため、働き方改革の専
門家が企業訪問し、助言を行います。

働
は た ら

き方
か た

改
か い

革
か く

を支
し

援
え ん

多様で柔軟な働き方を経営戦略に

［対象］
市内企業

事業所・団体
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　昭和５８年５月から４期余１７年にわたり、信楽町議
会議員を務め、議長などの要職を歴任されました。
　平成１２年１１月からは、信楽町長として、卓抜な
る識見と指導力により、町政の発展と住民の福祉
の向上に多大な功績を残すとともに、地方分権に
伴う５町合併に尽力され、甲賀市発足の際には職
務執行者、その後、副市長として市発足間際にお
ける甲賀市政の礎を築かれました。

　昭和３３年から３７年間にわたり、水口町職員とし
て総務部長等を歴任した後、平成７年８月から９年
間にわたり、水口町助役として、豊富な経験と卓
越した識見をもって、町政運営に尽力されました。
　さらに、全国シルバー人材センター事業協会理
事などを歴任し、地域経済の活性化にも貢献され
ました。

　溶射工として３４年間、防せい・防食・耐熱・耐
磨耗のため金属などを溶かして吹き付ける「溶射」
の研さんに努められました。
　高速道路の電光表示盤や橋梁、石油タンクなど
さまざまな分野で施工され、薄く均一に溶射する卓
越した技能を発揮されています。
　また、勤務する会社ではスーパーアドバイザーと
して後輩の育成・指導にも尽力されています。

　平成３０年春の叙勲、春の褒章で市内から次の６人が受章されました。

　昭和３４年に京都府警察に奉職され、警察庁に出
向されるなど４０年にわたり警察業務の多分野にお
いて活躍されました。
　京都府警察本部での総務部長時には、天皇皇
后両陛下が京都を訪問された際の車列隊長やコン
ピュータが誤作動する可能性があるとされた２０００
年問題の責任者を任されるなど、さまざまな起こ
りうる危険等を想定して職務に精励されました。

　昭和５４年４月に甲賀町消防団員を拝命して以
来、献身的に職務に精励されました。火災発生
時には直ちに現場へ到着して指揮にあたり、住民
の安全確保と被害の軽減に努められました。平時
には、各種災害に対応できるよう団員の指導に力
を注ぎ、消防体制の基礎づくりと発展に尽くされ
ました。

　昭和５５年４月に消防団員を拝命して以来、３８年
余りの長きにわたり職務に精励し、自ら先頭に立っ
て地域から愛され、信頼される消防団の育成に取
り組んでおられます。
　また、自主防災組織の立ち上げ、育成、指導に
も積極的に取り組み、地域と密着した災害防止に
努められています。

春の叙勲 旭日双光章
今
い ま

井
い

　恵
け い

之
の

助
す け

 氏
（信楽町長野）

春の叙勲 瑞宝双光章
岡
お か む ら

村　長
ち ょ う

太
た

郎
ろ う

 氏
（水口町宇川）

春の褒章 黄綬褒章
宮
み や

路
じ

　正
ま さ

男
お

 氏
（水口町杣中）

受
じ ゅ 　 し ょ う

章おめでとうございます

春の叙勲 瑞宝小綬章
佐

さ え き

伯　逸
い つ

雄
お

 氏
（甲南町希望ケ丘本町）

春の叙勲 瑞宝単光章
大
お お

林
ば や し

　鉃
て つ

男
お

 氏
（甲賀町高野）

春の褒章 藍綬褒章
北
き た

尾
お

　憲
け ん い ち

一 氏
（信楽町多羅尾）

地
ち

域
い き

防
ぼ う

災
さ い

の要
か な め

として活
か つ

躍
や く

甲賀市消防団の退団
information

長年にわたり、消防団員として地域の防災活動に貢献いただいた９２人の方が退団されました。
ご自身の仕事を持ちながら、消防団活動に尽力され、地域防災の要として活躍されました。
また、新たに６８人の方が入団され、今後、地域の防災リーダーとしての活躍に期待します。

退団された方【勤続年数５年以上の退団者（平成２９年度末現在）】（敬称略）

本団
元 団 長 青木　宗市
元 副 団 長 藤井日出男

水口方面隊

元 分 団 長
福井　義人
山川　恭弘
奥野　俊信

元 班 長

城多　　聡
富川　育久
大宮　俊之
西田　宏昭
木田　育宏
小橋　　敬
池本　康謙
秀熊　　勇
藤井　　信
谷口　善則
寺村　寛之
清水　久志

元 団 員

関谷　昌章
山中真寿貴
林　　佑馬
小滝　直哉
萩本　洋市
本間　　充
伴　　重尚
沖　　来記

土山方面隊

元 分 団 長 中村　貞治
藤本　陽三

元 部 長 中村　松寿
吉岡　秀明

元 班 長
畑　　忠利
竹尾　　務
山田　圭一

元 団 員 稲垣　泰征
福井　政行

甲賀方面隊
元 分 団 長 島田　茂樹

元 班 長

森口　三義
雲　　一範
光前　利昭
川村　弘一
山本　雅則
茂田　裕二
田原　正史
河合　信也
野々山義宣
藤橋　健一
中島　裕介

元 団 員

田中　秀樹
小森　義之
廣岡　重樹
玉木　博文

甲南方面隊
元 分 団 長 藤本　博之
元副分団長 山本　浩幸

元 班 長
土田　　悟
北田　英樹
田中　　悟

元 団 員

中谷　　茂
森田　和敬
阿部　峰弘
吉川　和貴
中村　泰史

信楽方面隊

元 分 団 長
北田　卓也
大原　一男
岸上　大輔

元副分団長

楠山　雅彦
杉本　敬介
川口陽太郎
笠原　健司

元 部 長 近藤　智隆

元 班 長
植西　洋喜
藤原　俊次
中川　信也

元 団 員

杉本　直木
大川　新悟
中島　宏征
黄瀬　忠路
岩井　哲也
西尾　俊哉
黄瀬　征大

女性消防隊
元 団 員 林　　豊美

●問い合わせ●

　�危機管理課　防災危機管理係　☎６９‐２１０３　Ｆax６３‐４６１９　ＨＰ http://www.city.koka.lg.jp/syouboudan/
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猪

鼻

区

中　
森　
豊　
和

山

中

区

林　
口　
幸　
治

笹

路

区

黒　
川　
昌　
明

山
女
原
区

筒　
井　
勇　
雄

南

東

区

吉　
川　
政　
樹

南

中

区

若　
菜　
健　
司

南

西

区

鈴　
木　
利　
浩

北

東

区

大　
森　
　
　
博

北

芝

区

原　
田　
　
　
敏

北

中

区

中　
島　
龍　
三

北

西

区

下　
井　
敏　
一

平

子

区

玉　
井　
英　
幸

東
瀬
音
区

堀　
　
　
昭　
和

西
瀬
音
区

福　
井　
　
　
誠

青

土

区

飯　
塚　
忠　
雄

野
上
野
区

平　
尾　
　
　
敏

大

澤

区

藤　
本　
弘　
幸

頓

宮

区

前　
田　
勝　
美

前

野

区

藤　
井　
忠
志
郎

市

場

区

前　
野　
光　
弘

徳

原

区

青　
木　
利　
介

三
軒
家
区

谷　
口　
克　
彦

片

山

区

青　
木　
又　
次

今

宿

区

中　
村　
　
　
勤

里

区

中　
村　
孝　
男

新

里

区

前　
田　
常　
勝

末

田

区

久　
永　
博　
之

寺
前
自
治
会

岡　
﨑　
裕　
治

布
引
自
治
会

田　
中　
幸　
三

緑
ヶ
丘
１・１
自
治
会

吉　
村　
　
　
修

緑
ヶ
丘
１・２
自
治
会

上　
野　
秀　
樹

緑
ヶ
丘
５
自
治
会

松　
本　
　
　
哲

第
２
緑
ヶ
丘
自
治
会

白　
石　
美　
穂

甲

賀

地

域

区
・
自
治
会
名

区
長
（
自
治
会
長
）
名

檪

野

区

大　
原　
久　
和

神

区

粂　
田　
　
　
誠

大
原
上
田
区

井　
場　
富
貴
雄

大
久
保
区

西　
田　
康　
晴

大
原
中
区

西　
田　
恒　
夫

拝

坂

区

清　
水　
幹　
雄

鳥
居
野
区

増　
井　
富　
夫

相

模

区

金　
　
　
正　
和

大
原
市
場
区

古　
川　
秀　
行

高

野

区

吉　
田　
　
　
均

油

日

区

山　
下　
壽　
人

上

野

区

瀨　
古　
祐　
嗣

鹿
深
台
区

臼　
井　
健　
一

田
堵
野
区

中　
島　
　
　
繁

滝

区

西　
谷　
浩　
一

毛

枚

区

岡　
村　
寿　
昭

和

田

区

和　
田　
久　
雄

高

嶺

区

荒　
川　
庄
三
郎

五
反
田
区

樫　
野　
　
　
優

小
佐
治
区

北　
林　
榮　
一

神

保

区

福　
井　
貞　
雄

隠

岐

区

堀　
井　
利　
夫

岩

室

区

田　
村　
正　
弘

甲

南

地

域

区
・
自
治
会
名

区
長
（
自
治
会
長
）
名

寺

庄

区

岡　
島　
　
　
清

葛

木

区

木　
村　
　
　
実

深

川

区

山　
本　
　
　
洋

深
川
市
場
区

種　
村　
　
　
浩

稗

谷

区

植　
出　
庄　
徹

森

尻

区

今　
村　
吉　
隆

宝

木

区

田　
邊　
克　
己

池

田

区

池　
田　
重　
正

池
田
団
地
区

森　
　
　
　
　
厚

磯

尾

区

小　
山　
晴　
久

竜
法
師
区

朝
比
奈　
啓　
文

野

尻

区

山　
中　
　
　
勇

野

田

区

木　
村　
　
　
清

杉

谷

区

渡　
邊　
　
　
實

新

治

区

土　
田　
啓　
二

塩

野

区

西　
村　
　
　
勲

市

原

区

田　
嶋　
育　
夫

柑

子

区

辻　
　
　
喜
代
司

下
野
川
区

田　
中　
　
　
明

上
野
川
区

中　
野　
和　
彦

下
馬
杉
区

山　
川　
清　
治

上
馬
杉
区

森　
田　
洋　
男

耕

心

区

縮　
谷　
　
　
隆

ニ
ュ
ー
ポ
リ
ス
区

蒲　
田　
領
太
郎

希
望
ケ
丘
区

山　
崎　
史　
良

希
望
ケ
丘
本
町
区

山　
﨑　
治
三
郎

信

楽

地

域

区
・
自
治
会
名

区
長
（
自
治
会
長
）
名

長

野

区

澤　
　
　
秀　
生

神

山

区

川　
口　
雄　
司

江

田

区

瀬　
古　
孝　
司

田

代

区

大　
平　
善　
清

畑

区

小　
林　
重　
嗣

宮

町

区

黄　
瀬　
忠　
幸

黄

瀬

区

安　
田　
佐
登
志

牧

区

田　
村　
幸　
治

勅

旨

区

佐
々
木　
豊　
文

丸

岡

区

大　
原　
　
　
守

西

区

三　
村　
秀　
章

柞

原

区

松　
本　
共　
以

中

野

区

中　
井　
　
　
正

杉

山

区

植　
西　
一　
彦

し
が
ら
き
ニュ
ー
タ
ウ
ン
区

末　
口　
建　
藏

小

川

区

村　
木　
敏　
彦

小
川
出
区

中　
西　
　
　
宏

上
朝
宮
区

北　
田　
一　
夫

下
朝
宮
区

大　
西　
辰　
雄

宮

尻

区

関　
谷　
武　
治

多
羅
尾
区

髙　
﨑　
弘　
行

平
成
30
年
度
　

甲
賀
市
区
長
連
合
会
役
員

役　
職

氏　
名

地
域
名

会　
長

青
木　
利
介

土
山

副
会
長

吉
田　
泰
啓

水
口

副
会
長

山
下　
壽
人

甲
賀

副
会
長

山
川　
清
治

甲
南

副
会
長

澤　
秀
生

信
楽

理　
事

高
岡　
治

水
口

理　
事

伴
野　
敬
一

水
口

理　
事

吉
川　
政
樹

土
山

理　
事

黒
川　
昌
明

土
山

理　
事

金　
正
和

甲
賀

理　
事

堀
井　
利
夫

甲
賀

理　
事

森　
厚

甲
南

理　
事

山
崎　
史
良

甲
南

理　
事

黄
瀬　
忠
幸

信
楽

理　
事

髙
﨑　
弘
行

信
楽

●
問
い
合
わ
せ
●

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係

　
☎
6
9‐2
1
1
3　

Ｆax
6
3‐4
5
5
4

地ち

域い

き

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ご
活か

つ

躍や

く

平
成
30
年
度

区
長
・
自
治
会
長

さ
ん
決
ま
る

　
地
域
の
ま
と
め
役
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
皆
さ
ん
と
市
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
く
区
長
・
自
治
会
長
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
敬
称
略
）　

水

口

地

域

区
・
自
治
会
名

区
長
（
自
治
会
長
）
名

第

１

区

南　
　
　
正　
次

第

２

区

渡　
辺　
新　
治

第

３

区

杉　
本　
茂　
樹

第

４

区

安　
井　
　
　
賢

第

５

区

中　
村　
栄　
作

第

６

区

望　
月　
文　
衞

第

７

区

田　
中　
　
　
毅

第

８

区

濱　
田　
義　
孝

第

９

区

吉　
田　
泰　
啓

南

区

吉　
澤　
孝　
一

第

10

区

野　
口　
光　
裕

第

11

区

塚　
本　
和　
也

第

12

区

新　
道　
忠　
資

第

13

区

中　
瀬　
忠　
男

第

14

区

中　
村　
正　
雄

第

15

区

加　
藤　
吉　
治

第

16

区

澤　
山　
　
　
彰

第

17

区

富　
田　
政　
則

城

南

区

井　
上　
　
　
正

第

18

区

中　
島　
一　
登

第

19

区

北　
林　
　
　
徹

第

20

区

樋　
田　
善　
雄

第

21

区

細　
野　
正　
敏

第

22

区

中　
村　
　
　
優

幸
ケ
平
区

笠　
井　
繁　
幸

林

口

区

藤　
居　
宗　
治

名

坂

区

池　
本　
幸　
男

東
名
坂
区

吉　
村　
周　
三

名
坂
堂
山
区

北　
村　
　
　
勝

朝
日
が
丘
区

奥　
村　
　
　
浩

古
城
が
丘
区

西　
　
　
英　
信

東
古
城
が
丘
区

大　
原　
智　
和

古
城
が
丘
緑
区

升　
元　
義　
則

松

尾

区

中　
藪　
政　
信

松
尾
団
地
区

秀　
熊　
三　
明

水
口
松
尾
台
区

武　
内　
　
　
浩

中

畑

区

小　
﨑　
　
　
博

新

城

区

治　
武　
俊　
明

城
が
丘
区

吉　
倉　
義　
行

つ
つ
じ
が
丘
区

市　
井　
敏　
孝

今

郷

区

長　
　
　
健　
次

嶬

峨

区

保　
井　
三
千
雄

和

野

区

藤　
井　
秀　
雄

八

田

区

宮　
治　
一　
幸

春

日

区

大　
形　
三　
芳

下

山

区

山　
本　
則　
博

伴
中
山
区

寺　
村　
豊　
弘

山

区

前　
川　
秀　
総

広
野
台
東
区

稲　
葉　
　
　
直

広
野
台
西
区

似　
内　
信　
夫

桜
ケ
丘
区

山　
本　
善　
昭

第
三
水
口
台
区

左　
近　
律　
男

第
四
水
口
台
区

川　
村　
健　
久

菅

谷

区

石　
川　
正　
晴

泉

区

木　
下　
　
　
勉

酒

人

区

坂　
田　
精　
平

植

区

西　
川　
義　
雄

宇

田

区

橋　
本　
康　
司

北

脇

区

林　
　
　
重
次
郎

山

手

区

森　
本　
正　
次

宮

前

区

高　
岡　
　
　
治

大
法
寺
区

渡　
邉　
隆　
男

柏

貴

区

鎌　
田　
葊　
幸

虫
生
野
区

伴　
野　
敬　
一

貴
生
川
第
１
区

山　
﨑　
吉　
郎

貴
生
川
第
２
区

大　
矢　
　
　
孝

貴
生
川
第
３
区

谷　
内　
勝　
次

西
内
貴
区

鳥　
元　
　
　
博

北
内
貴
区

倉　
田　
平　
吾

宇

川

区

山　
中　
正　
昭

岩

坂

区

奥　
野　
孝　
之

高

山

区

平　
田　
　
　
正

三
大
寺
区

谷　
川　
義　
明

か
ふ
か
の
丘
区

中　
嶌　
鉄　
也

三
本
柳
区

内　
田　
英　
治

牛

飼

区

若　
村　
哲　
夫

杣

中

区

木　
村　
節　
男

山

上

区

谷　
川　
喜
代
司

岡
の
郷
区

川　
嶌　
邦　
彦

古
城
が
丘
南
自
治
会

上　
田　
憲　
一

城
内
自
治
会

野　
村　
康　
浩

本
丸
自
治
会

吉　
村　
博　
利

梅
の
木
自
治
会

坂　
上　
好　
美

警
察
官
舎
自
治
会

尾　
﨑　
太　
洋

古
城
が
丘
団
地
自
治
会

宮　
本　
文　
男

西
ヶ
瀬
自
治
会

保　
井　
廣　
美

あ
や
の
中
央
自
治
会

藤　
岡　
文　
彦

秋
葉
北
自
治
会

上　
岡　
昌　
生

土

山

地

域

区
・
自
治
会
名

区
長
（
自
治
会
長
）
名

大
河
原
１
区

山　
北　
　
　
裕

大
河
原
２
区

緒　
方　
英　
行

東
野
１
区

橋　
本　
久　
志

東
野
２
区

南　
　
　
正　
裕

西
野
１
区

福　
嶌　
孝　
基

西
野
２
区

上　
野　
助　
和

黒

滝

区

杉　
本　
　
　
薫

上
の
平
区

藤　
岡　
隆　
明

中
之
組
区

西　
岡　
浩　
次

川

西

区

岡　
田　
定　
幸

黒
川
市
場
区

野　
尻　
嘉
登
史

information

10［No.311］2018.6.1［No.311］2018.6.111



投
開
票
当
日
に
お
け
る�

�

風
水
害
へ
の
対
応

 

検
証
報
告 

◦�

選
挙
事
務
の
執
行
と
防
災
業
務
が
重
な

る
場
合
に
、
開
票
事
務
従
事
者
と
防
災

関
係
の
職
務
を
担
当
す
る
職
員
を
ど
の

よ
う
に
選
任
す
る
の
か
と
い
っ
た
基
準
が

不
明
確
で
、
担
当
者
の
交
替
に
よ
る
混

乱
が
あ
っ
た
。

 

再
発
防
止
策 

◦�

不
測
の
事
態
と
し
て
台
風
等
の
襲
来

に
よ
る
防
災
対
応
が
必
要
と
な
る

ケ
ー
ス
も
想
定
の
う
え
、
既
存
の
マ

ニュ
ア
ル
の
見
直
し
を
行
う
。

◦�

防
災
業
務
に
当
た
る
職
員
と
選
挙

事
務
に
当
た
る
職
員
と
を
分
け
る
。

開
票
会
場

 

検
証
報
告 

◦�

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
と
衆
議
院
議
員

総
選
挙
の
同
日
執
行
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
開
票
会
場
が
狭
い
こ
と
へ
の
対
応
策

が
十
分
で
は
な
か
っ
た
。

◦�

送
致
さ
れ
た
投
票
箱
を
こ
れ
ま
で
と
異

な
っ
た
場
所
で
あ
る
廊
下
や
楽
屋
に
置

い
た
こ
と
で
、
全
体
が
見
通
せ
ず
、
従

事
職
員
の
移
動
す
る
経
路
が
複
雑
と

な
っ
た
。

◦�

甲
賀
市
は
、
同
規
模
の
市
と
比
べ
て
、
投

票
所
数
、
投
票
箱
の
数
が
非
常
に
多
く
、

開
票
所
の
規
模
の
問
題
に
大
き
く
影
響

し
た
。

 

再
発
防
止
策 

◦�

次
回
選
挙
は
、
知
事
選
の
み
の
た
め

票
が
１
票
で
投
票
箱
も
１
０
０
箱
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
前
回
同
様
に

オ
ン
ラ
イ
ン
の
環
境
が
整
っ
て
い
る

甲
南
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
を
開
票
所

に
予
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
会
場

内
に
お
け
る
投
票
箱
の
保
管
場
所
や

残
余
の
未
使
用
の
投
票
用
紙
の
管
理

場
所
な
ど
、
前
回
選
挙
で
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
、
レ
イ
ア
ウ
ト
等
の

見
直
し
を
行
う
。

◦�

今
後
、
２
種
類
以
上
の
選
挙
の
同

時
執
行
に
対
応
で
き
る
施
設
の
選

定
も
行
う
。

投
票
箱
の
管
理

 

検
証
報
告 

◦�

開
票
所
に
お
い
て
投
票
箱
を
作
業
の
段

階
ご
と
に
複
数
の
人
で
チ
ェッ
ク
す
る
必

要
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
チ
ェッ
ク
体
制
が

確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

◦�

ど
の
投
票
箱
を
ど
の
開
票
台
に
持
っ
て
い

く
か
、
ま
た
投
票
箱
ご
と
の
担
当
者
が

不
明
確
で
あ
っ
た
。

◦�

全
て
の
投
票
箱
が
空
に
な
っ
た
か
を
確
認

す
る
係
は
、
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

 

再
発
防
止
策 

◦�

投
票
箱
ご
と
に
担
当
者
を
定
め
、
数

の
確
認
、
鍵
の
解
錠
、
開
票
台
へ
の

配
置
、
開
票
台
へ
の
票
の
取
り
出
し

の
一
連
の
作
業
を
受
け
持
つ
よ
う
に

す
る
。

◦�

全
て
の
投
票
箱
に
投
票
用
紙
が
残
って

い
な
い
か
を
確
認
す
る
係
を
設
け
る
。

◦�

空
の
投
票
箱
に
つ
い
て
も
開
票
終
了

時
ま
で
開
票
所
内
で
管
理
す
る
。

未
使
用
の�

�

投
票
用
紙
の
管
理

 

検
証
報
告 

◦�

投
票
所
で
余
っ
た
未
使
用
の
投
票
用
紙
を

ど
の
よ
う
に
管
理
す
る
か
が
明
記
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。

 

再
発
防
止
策 

◦�

投
票
所
か
ら
返
送
さ
れ
た
残
余
の
未

使
用
の
投
票
用
紙
に
つ
い
て
は
、
定

め
ら
れ
た
責
任
者
に
よ
り
、
枚
数
を

確
認
し
た
後
に
、
箱
に
格
納
し
て
、

封
を
し
て
、
印
を
押
し
、
開
票
の
終

了
時
ま
で
開
票
管
理
者
お
よ
び
開
票

立
会
人
の
監
視
下
に
置
き
管
理
す
る

な
ど
、そ
の
管
理
体
制
を
徹
底
す
る
。

そ
の
他
の
再
発
防
止
策

 

開
票
開
始
時
刻
を
変
更 

◦�

次
回
選
挙
で
は
、
前
回
の
選
挙
時
よ
り
開

票
開
始
時
刻
を
15
分
か
ら
30
分
程
度
繰

り
下
げ
る
な
ど
、
開
票
開
始
前
の
事
前
の

チ
ェッ
ク
時
間
を
十
分
に
確
保
す
る
。

◦�

今
後
は
、
複
数
の
選
挙
を
同
時
に
執
行

す
る
場
合
を
想
定
し
、
円
滑
な
点
検
方

法
に
つ
い
て
も
研
究
す
る
。

 

投
開
票
事
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し 

◦�

開
票
事
務
テ
キ
ス
ト
を
見
直
す
と
と
も

に
、
事
務
手
続
き
が
法
的
に
支
障
が
な

い
か
等
を
含
め
、
県
選
挙
管
理
委
員
会

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
点
検
し
、
整

備
を
図
る
。

　

今
後
、
実
施
さ
れ
る
再
発
防
止
委
員
会

で
は
、
引
き
続
き
本
件
に
関
す
る
検
証
を
続

け
る
と
と
も
に
、
滋
賀
県
知
事
選
挙
実
施

結
果
に
お
け
る
事
務
改
善
の
検
証
を
行
う

な
ど
、
最
終
報
告
書
の
と
り
ま
と
め
が
行
わ

れ
ま
す
。

〇�

中
間
報
告
お
よ
び
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

※�

白
票
と
は
未
使
用
の
投
票
用
紙
お
よ
び
何
も

記
入
さ
れ
て
い
な
い
投
票
用
紙
の
こ
と
。

甲賀市選挙事務不適正処理
再発防止委員会の会議の様子▶

信し

ん

頼ら

い

回か

い

復ふ

く

に
向む

け
て

�

～
滋
賀
県
知
事
選
挙
に
向
け
た
取
り
組
み
～

　
昨
年
10
月
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙

小
選
挙
区
の
開
票
の
際
に
、
投
票
者

数
と
開
票
数
の
差
を
白
紙
投
票
と
し

て
不
適
切
に
集
計
し
て
い
た
事
に
伴

い
、
本
市
に
お
け
る
選
挙
事
務
の
適

正
化
を
図
る
目
的
で
甲
賀
市
選
挙
事

務
不
適
正
処
理
再
発
防
止
委
員
会

が
3
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
委
員
会
で
は
、
本
件
に
関
す
る

検
証
お
よ
び
再
発
防
止
策
が
検
討
さ

れ
、
5
月
23
日
に
滋
賀
県
知
事
選

挙
（
以
下
「
次
回
選
挙
」
と
い
う
。）

に
向
け
た
取
り
組
み
を
中
心
と
し
た

中
間
報
告
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
提
言
を
も
と
に
、
選
挙
管
理

委
員
会
で
は
、
投
開
票
事
務
テ
キ

ス
ト
の
見
直
し
や
白
票
の
取
り
扱
い

を
定
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
不
測
の
事

態
に
備
え
る
危
機
管
理
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
、
ミ
ス
発
生
事
例
集
を
作
成

す
る
等
、
検
証
報
告
か
ら
想
定
す

る
再
発
防
止
策
を
事
務
従
事
者
へ
周

知
・
徹
底
す
る
事
で
、
次
回
選
挙
で

は
適
正
な
選
挙
事
務
の
執
行
に
臨

み
ま
す
。

開
票
事
務
の
従
事
者
・
体
制

 

検
証
報
告 

◦�

投
票
事
務
と
開
票
事
務
を
兼
務
し
て

い
る
職
員
が
多
く
負
担
が
大
き
か
っ

た
。

◦�

各
係
の
責
任
者
が
、
実
作
業
に
当
た
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
係
全
体
を
見
る
に

至
ら
な
か
っ
た
。

◦�

開
票
事
務
従
事
者
以
外
は
腕
章
を
着

用
し
て
お
ら
ず
、
開
票
会
場
に
入
場

が
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
か
ど
う
か

不
明
確
で
あ
っ
た
。

 

再
発
防
止
策 

◦�

総
括
指
揮
に
当
た
る
従
事
者
は
、
専

任
と
す
る
。

◦�

法
令
遵
守
を
監
督
す
る
係
と
し
て
、

選
挙
管
理
委
員
会
の
書
記
以
外
の
者

を
配
置
し
、
開
票
所
全
体
の
運
営
状

況
の
把
握
、
不
測
の
事
態
に
備
え
る

体
制
と
す
る
。

◦�

各
係
の
人
員
に
つ
い
て
は
、
責
任
者

を
除
く
人
数
で
実
作
業
が
こ
な
せ
る

よ
う
配
置
す
る
。

◦�

開
票
所
出
入
口
に
担
当
者
を
配
備
し
、

開
票
所
へ
の
出
入
り
を
管
理
す
る
。

◦�

ベ
ス
ト
等
の
色
に
よ
り
係
を
明
確
に

し
、責
任
者
で
あ
る
こ
と
も
明
示
す
る
。

◦�

特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
、
開
票
事

務
と
投
票
事
務
と
の
兼
務
を
や
め
、

当
日
係
ご
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
可

能
な
体
制
を
構
築
す
る
。

◦�

開
票
事
務
従
事
者
全
員
の
出
席
を
前

提
と
し
た
開
票
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
う
。

◦�

開
票
作
業
の
一
連
の
流
れ
が
確
認
で

き
る
よ
う
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
数
カ

所
設
置
し
記
録
す
る
事
で
、
選
挙
後

の
事
務
改
善
に
活
用
す
る
。

開
票
事
務
に
係
る�

�

不
測
の
事
態
へ
の
対
応

 

検
証
報
告 

◦�
投
票
者
数
と
開
票
数
に
違
い
が
あ
っ
た
際

や
台
風
の
襲
来
で
発
生
し
た
風
水
害
の

対
応
に
対
し
て
、
指
揮
を
と
る
べ
き
責
任

者
や
命
令
系
統
が
不
明
確
で
あ
っ
た
。

◦�

ミ
ス
を
防
ぐ
為
、
節
目
節
目
で
複
数
の
目

で
確
認
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

◦�

投
票
者
数
と
開
票
数
と
に
違
い
が
発
生

す
る
場
合
等
、
不
測
の
事
態
の
想
定
や
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
て
お
ら
ず
、
ど

の
よ
う
に
チ
ェッ
ク
し
て
い
く
の
か
と
い

う
ル
ー
ル
化
も
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

 

再
発
防
止
策 

◦�

不
測
の
事
態
へ
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

整
備
し
、
疑
義
が
生
じ
る
案
件
に
備

え
る
と
と
も
に
、
当
該
案
件
が
生
じ

た
際
に
は
、
速
や
か
に
開
票
管
理
者

お
よ
び
開
票
立
会
人
等
に
報
告
す
る

体
制
を
構
築
し
、
開
票
管
理
者
に
必

要
な
指
示
を
仰
ぐ
。

◦�

疑
義
や
不
測
の
事
態
が
生
じ
、
業
務

が
長
時
間
中
断
す
る
場
合
は
、
開
票

作
業
の
状
況
に
つ
い
て
、
総
括
指
揮

が
会
場
内
に
そ
の
都
度
ア
ナ
ウ
ン
ス

等
を
行
い
、
参
観
人
、
報
道
関
係
者

を
含
め
、
情
報
の
共
有
を
図
る
。

●
問
い
合
わ
せ
●

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎
６
９‐２
２
６
０
　

Ｆax
６
３‐４
０
８
６
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◆
投
票
日 

6
月
24
日（
日
）

�

7
時
か
ら
20
時
ま
で

 （
大
河
原
、鮎
河
、田
代
、畑
、上
朝
宮
、

下
朝
宮
、
宮
尻
の
投
票
所
は
19
時
ま
で
）

投
票
で
き
る
方
は

【
年
齢
】

　
投
票
日
現
在
、
年
齢
18
歳
以
上
の
日

本
国
民
（
平
成
12
年
6
月
25
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
）

【
住
所
】

　
平
成
30
年
3
月
6
日
以
前
か
ら
引
き

続
い
て
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
方

・�

選
挙
前
の
3
カ
月
間
の
間
に
県
内

の
他
の
市
町
へ
引
っ
越
し
さ
れ
た
方
は

「
引
き
続
き
滋
賀
県
内
の
市
町
に
住

所
を
有
す
る
確
認
」
を
し
ま
す
。

当
日
投
票
に
行
け
な
い
方
は

期
日
前
投
票

　
投
票
日
当
日
、
業
務
や
旅
行
な
ど
で

投
票
に
行
け
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
市
役
所
で
の
期
日
前
投
票
所

【
期
間
】
6
月
8
日
（
金
）〜
23
日
（
土
）

【
時
間
】
8
時
30
分
〜
20
時

【
場
所
】
市
役
所
別
館
1
0
1
会
議
室

　
（
市
役
所
本
館
に
隣
接
）

◦
市
役
所
以
外
の
期
日
前
投
票
所

【
期
間
】
6
月
16
日
（
土
）〜
23
日
（
土
）

【
時
間
】
8
時
30
分
〜
20
時

【
場
所
】

　
・
土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
1
階

　
・
甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
1
階

　
・
甲
南
第
一
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
1
階

　
・
信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
1
階

▼�

ど
の
期
日
前
投
票
所
で
も
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
手
元
に
届
い

て
い
れ
ば
、投
票
所
入
場
券（
は
が
き
）

に
印
刷
し
て
あ
る
宣
誓
書
を
ご
記
入

の
う
え
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・�

投
票
日
当
日
、
期
日
前
投
票
の
ど
ち

ら
も
投
票
所
入
場
券
（
は
が
き
）
を

お
持
ち
で
な
く
て
も
投
票
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

▼�

不
在
者
投
票
の
指
定
を
受
け
て
い
る

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
・
入

所
さ
れ
て
い
る
方

▼�
仕
事
や
勉
強
の
た
め
、
市
外
に
滞
在

さ
れ
て
い
る
方

▼�

所
定
の
身
体
障
が
い
者
の
方
等
で
、

事
前
に
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

　
詳
細
等
は
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
投
票
所
の
変
更

　
昨
年
10
月
に
実
施
し
た
選
挙
か
ら
2

カ
所
の
投
票
所
を
変
更
し
ま
し
た
。

第
73
投
票
区

▼
希
望
ケ
丘
本
町
自
治
会
館

　
　

→

　
甲
南
希
望
ケ
丘
保
育
園

第
84
投
票
区

▼
信
楽
道
院

　
　

→
　

�

高
齢
者
活
動
生
活
支
援
促
進
施
設

勅
旨
会
館

6
月
24
日（
日
）は 

滋し

賀が

県け

ん

知ち

事じ

選せ

ん

挙き

ょ

任
期
満
了
に
伴
う
滋
賀
県
知
事
選
挙
は
、
6
月
7
日
に
告
示
さ
れ
、
24
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
一
票
が
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
大
切
な
一
票
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
●

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎
6
9‐2
2
6
0　

Ｆax
6
3‐4
0
8
6

▋ホストタウンとは
　２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大
会の開催により、世界中から多くの選手や観客が
日本へ来訪する事となります。これを契機に、地域
の活性化等を図るため、事前合宿の誘致等を通じ、
大会参加国や地域との人的・経済的・文化的な相
互交流を図る地方公共団体を「ホストタウン」と呼
びます。
　交流の取り組みを通じてスポーツや芸術文化、観
光の振興、教育文化の向上および共生社会の実現
を図るため、国からの交流事業に対する支援も受け
ることができます。

▋忍者のまち×パラスポーツ
　×ホストタウンでシティセールス
　シンガポールとは、オリンピック開催後も互いの
まちの発展につながるパートナーシップの継続を望
んでいます。本市はこの事業を通じて、市内施設を
利用した選手団の事前合宿プランを提案するだけで
なく、昨年、日本遺産にも登録された『忍者』や『信
楽焼』をはじめとする観光資源などをアジア地域の
中心地であるシンガポールでのシティセールスを推
進していきます。

▋今後の交流計画
■パラスポーツの振興をめざした交流
　◦�県内開催大会への選手・コーチ等の招待や交

流事業の開催
　◦�シンガポールパラスポーツ選手団のワンストッ

プ受入

■県内大学と連携を生かした交流
　◦�大学生と大学施設を活用した交流イベントの実

施、事前学習等の受入
　◦�学生ボランティアによるシンガポール選手等の

来日時のサポート
　◦�専門的知見を生かしたスポーツ研究

■�観光や文化等さまざまな分野での交流の展開
　◦�甲賀市・滋賀県の文化や観光資源等を活用し

た交流とシティセールス

　２０２０年に開催される東京オリンピック・パラリンピック競技大会のホストタウンとして『甲賀市・
滋賀県』が登録されました。

２０２０年
東京オリンピック・パラリンピック
シンガポールのホストタウンとして登

と う

録
ろ く

●問い合わせ●

　文化スポーツ振興課　スポーツ振興係
　☎６９‐２２４９　Ｆax６9‐２293

▲シンガポール国立パラリンピック連盟が甲賀市を視察
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　市内の介護施設に就業している方を対象に、
研修費の一部補助を行います。

 対象者 
・�介護施設等の就労中に研修を修了し、引き続

き就労している方
・�研修修了の翌日から１年以内に介護施設等に

介護職員として雇用され、引き続き就労してい
る方

・�市税（市民税・国民健康保険税・軽自動車税）
を滞納していない方

※�当制度とは別に市の補助金等の交付を受けて
いる方は対象外

 対象研修 
・介護保険法施行規則に規定される初任者研修
・�社会福祉士および介護福祉士法に規定される

実務者研修

 申請方法 
　所定の申請様式（市ホームページにてダウン
ロード可）を下記に提出してください。

 補助金額 
　受講費等の２分の１の額（100 円未満切り捨て）
ただし、限度額は次のとおり
■初任者研修：３７，０００円
■実務者研修：５４，０００円
　詳しくは市ホームページ、または下記までお問
い合わせください。

補助限度額を拡充

介護施設で働く方の
研修費を支援

●問い合わせ・申し込み●

　長寿福祉課　介護保険係
　☎69‐2165　Ｆax63‐4085

介護・福祉

●問い合わせ●

　甲賀市都市農村交流推進協議会（農業振興課内）
　☎69-2192　Ｆax63-4592

民
み ん

泊
ぱ く

の受
う け

入
い れ

家
か

庭
て い

を募
ぼ

集
し ゅ う

忍
に ん

者
じ ゃ

の里
さ と

こうかで田
い
舎

な か
体

た い
験

け ん

８月から１１月まで
全国から市内へ田舎体験にやってくる
　今春も東京、神奈川、広島などから中学・
高校生約４４０人が修学旅行や野外活動に市内
を訪れ、民泊を体験しています。
　８月下旬から１１月にかけては、６校の中学・
高校生を市内で受け入れる予定となってい
ます。
　甲賀市の自然や人々の温かさを体感してい
ただくため、民泊の受け入れに協力いただけ
る家庭を募集します。

民泊の受入家庭�  
での体験
◦�各ご家庭に３～４人の生

徒を受け入れていただきます。
◦�共同調理や農村体験などを通して生徒と交

流を深めてください。
◦�特別なことをするのではなく、田舎での暮

らしを体験し、交流することが目的です。
◦�非農家でも受け入れいただけます。
◦�ボランティアではなく、受入家庭には体験

指導料を支払います。

　興味をお持ちいただいた方は、下記まで、 
どうぞお気軽にお問い合わせください。

獣
害
を
減
ら
す
た
め

狩
猟
を
は
じ
め
る
方
を
支
援

地域経済

市民の皆さんの暮らしをサポートする補助金の一部をご紹介します。

オール甲
こ う

賀
か

で
暮
く

らしをサポート

　
漢
字
や
英
語
に
対
す
る
児
童
生
徒
の
関
心
を
高
め
、
自
主

学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る
た
め
、
小
学
生
の
漢
字
検
定
料
、

中
学
生
の
英
語
検
定
料
を
補
助
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
か
ら
市
立
学
校
以
外
の
方
も
対
象
と
し

ま
す
。

 

対
象
者 

【
漢
字
検
定
】

　
市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
の
保
護
者

【
英
語
検
定
】

　
市
内
在
住
の
中
学
生
の
保
護
者

 

申
請
方
法 

【
市
立
学
校
在
学
の
方
】

　
原
則
学
校
で
の
受
検
（
受
験
）
が
対
象
で
す
。
申
請
に
つ
い

て
は
、
学
校
が
取
り
ま
と
め
て
行
い
ま
す
。

【
市
立
学
校
以
外
に
在
学
の
方
】

　
直
接
、
左
記
ま
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

申
請
期
限 

　
受
検
（
受
験
）
の
日
か
ら
30
日
以
内

　
な
お
、
検
定
の
申
し
込
み
は
個
人
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

狩
猟
開
始
ま
で
の
流
れ 

（
１
）狩
猟
免
許（
網・わ
な・銃
）を
取
得

試
験
日

申
込
期
間

第1回
7
月
7
日（
土
）

5
月
28
日（
月
）

～
6
月
8
日（
金
）

第2回
9
月
4
日（
火
）

7
月
23
日（
月
）

～
8
月
3
日（
金
）

第3回
12
月
2
日（
日
）

10
月
22
日（
月
）

～
11
月
2
日（
金
）

（
２
）猟
具
を
所
持

［
銃
猟
免
許
］

銃
刀
法
に
基
づ
く
猟
銃
所
持
許
可
→
猟
銃

購
入
→
警
察
に
よ
る
猟
銃
確
認

［
網
・
わ
な
猟
免
許
］

法
定
猟
具
の
購
入
ま
た
は
製
作

（
３
）狩
猟
者
登
録
な
ど

　
猟
を
行
う
都
道
府
県
へ
の
狩
猟
者
登
録
、

狩
猟
税
の
納
付
な
ど

 

市
補
助
制
度
の
概
要 

（
１
）狩
猟
免
許
取
得
に
か
か
る
補
助

対　
象
：
試
験
手
数
料
お
よ
び
滋
賀
県
猟

友
会
が
開
催
す
る
事
前
講
習
会
の
受
講
料
等

（
上
限
２
０
，0
0
0
円
）

（
２
）法
定
猟
具
購
入
等
に
か
か
る
補
助

対　
象
：
狩
猟
免
許
保
有
者
が
法
定
猟
具

を
購
入
も
し
く
は
製
作
す
る
経
費
の
２
分
の

１
以
内

限
度
額
：
・
銃
器　
20
万
円
／
人
・
年

　
　
　
　

 

・
わ
な
等　
10
万
円
／
人
・
年

�

（
い
ず
れ
も
予
算
の
範
囲
内
）

平
成
30
年
度
か
ら

市
立
学
校
以
外
の
方
も
対
象

漢
字
検
定
料
・

英
語
検
定
料
の
補
助

●
問
い
合
わ
せ
●

　
学
校
教
育
課　
学
務
係

　
☎
６
９‐２
２
４
３　
Ｆax
６
９‐２
２
９
３

●
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
●

　
・補
助
制
度
に
つ
い
て

　
林
業
振
興
課　
獣
害
対
策
室

　
☎
6
9‐2
1
9
4　

Ｆax
6
３‐4
5
9
2

　
・試
験
に
つ
い
て

　
滋
賀
県
甲
賀
森
林
整
備
事
務
所

　
☎
6
3‐6
1
1
6

教育

　
獣
害
を
減
ら
す
た
め
、市
で
は
狩
猟
免
許
の
取
得
や
猟
具
購
入
に
か
か
る
経
費
を
助
成
し
、

狩
猟
者
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
狩
猟
を
は
じ
め
よ
う
と
お
考
え
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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■
情
報
公
開
の
実
施
状
況

◦
請
求
件
数
合
計 �

 

68
件

・
市
長
部
局 �

 

60
件

・
教
育
委
員
会 �
 

4
件

・
選
挙
管
理
委
員
会 �

 

4
件

◦
公
開
等
の
決
定
状
況

・
公
開 �

 

25
件

・
部
分
公
開 �

 

36
件

・
非
公
開 �

 

6
件

・
不
存
在 �

 

4
件

・
取
下
げ �

 

3
件

◦�

部
分
公
開
お
よ
び
非
公
開
理

由
別
状
況

・
個
人
に
関
す
る
情
報 �

 

16
件

・
法
人
等
に
関
す
る
情
報 � 

15
件

・�

審
議
ま
た
は
検
討
等
に
関
す
る

情
報
で
あ
っ
て
、
公
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、
率
直
な
意
見
の
交

換
等
が
不
当
に
損
な
わ
れ
る
お

そ
れ
が
あ
る
情
報 �

 

7
件

・�

事
務
ま
た
は
事
業
に
関
す
る

情
報
で
あ
っ
て
、
公
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、
当
該
事
務
ま
た

は
事
業
の
適
正
な
遂
行
に
支

障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る

情
報 �

 

8
件

・�

公
共
の
安
全
等
に
関
す
る
情

報
で
あ
っ
て
、
公
開
す
る
こ
と

に
よ
り
、
公
共
の
安
全
等
に

支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

る
情
報 �

 

2
件

※�

非
公
開
情
報
が
複
数
に
及
ぶ

場
合
が
あ
る
た
め
、
部
分
公

開
お
よ
び
非
公
開
決
定
の
件
数

よ
り
も
部
分
公
開
お
よ
び
非
公

開
理
由
の
件
数
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

・
審
査
請
求
の
件
数 �

 

0
件

■
個
人
情
報
開
示
の
実
施
状
況

◦�

請
求
件
数
合
計 �

 

14
件

・�

市
長
部
局 �

 

12
件

・�

教
育
委
員
会 �

 

2
件

◦
開
示
等
の
決
定
状
況

・�

開
示 �

 

3
件

・�

一
部
開
示 �

 

10
件

・�

不
存
在 �

 

2
件

※�

1
件
の
請
求
で
、
複
数
の

決
定
と
な
る
こ
と
が
あ
る
た

め
、
請
求
件
数
よ
り
決
定
状

況
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◦
一
部
開
示
理
由
別
状
況

・�

請
求
者
の
生
命
等
を
害
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
情
報 �

 

3
件

・�

他
の
個
人
に
関
す
る
情
報

　

 �
 

8
件

・�

法
人
等
に
関
す
る
情
報 

　

 �
 

2
件

・�

法
令
に
お
い
て
秘
密
に
す
る

旨
定
め
ら
れ
て
い
る
情
報

　

 �
 

1
件

・�

審
議
ま
た
は
検
討
等
に
関
す
る

情
報
で
あ
っ
て
、
開
示
す
る
こ

と
に
よ
り
、
率
直
な
意
見
の
交

換
等
が
不
当
に
損
な
わ
れ
る
お

そ
れ
が
あ
る
情
報 �

 

5
件

・�
個
人
の
相
談
等
に
関
す
る
情
報

で
あ
っ
て
、
開
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、
当
該
事
務
の
適
正
な
遂

行
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
の
あ
る
情
報 �

 

3
件

　
※�

非
開
示
情
報
が
複
数
に
及

ぶ
場
合
が
あ
る
た
め
、
一

部
開
示
の
件
数
よ
り
も
一

部
開
示
理
由
の
件
数
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

・
審
査
請
求
の
件
数 �

 

0
件

■
公
益
通
報
制
度

　
公
益
通
報
制
度
は
、
市
の
法

令
遵
守
の
推
進
体
制
の
ひ
と
つ

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
も
の

で
す
。

　

公
益
の
た
め
に
通
報
す
る
行

為
は
正
当
な
行
為
と
し
て
評
価

し
、
そ
の
通
報
者
に
対
し
て
不
利

益
な
取
り
扱
い
が
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
保
護
し
て
い
く
体
制
を

築
く
こ
と
で
、
市
役
所
内
部
の
浄

化
を
図
り
、
よ
り
よ
い
市
政
の
実

現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
運
用
状
況（
平

成
30
年
4
月
1
日
現
在
）
を
次

の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

・
公
益
通
報
件
数 �

 

1
件

・
不
当
要
求
件
数 �

 

0
件

　
市
で
は
、
市
政
に
関
す
る
市
民
の
知
る
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
「
情
報
公
開
制
度
」
を
、
ま
た
、
個
人
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図

り
、
基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
個
人
情
報
保
護
制

度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
の
平
成
29
年
度
の
運
用
状
況
（
平
成
30
年
4
月
1
日
現

在
）
を
、
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

情じ
ょ
う

報ほ

う

公こ

う

開か

い

・
個こ

人じ

ん

情じ
ょ
う

報ほ

う

�

開か

い

示じ

の
実じ

っ

施し

状じ
ょ
う

況き
ょ
う

情報公開制度・個人情報保護制度とは
　「情報公開制度」とは、情報公開条例に基づいて、甲賀市が保有し
ている文書の公開を求めることができる制度です。情報公開の手続は
次のような流れになっています。

　「個人情報保護制度」とは、個人情報保護条例に基づいて、個人情
報の取り扱いに当たって守るべきルールを定め、個人情報の開示など
を求めることができる制度です。個人情報の開示の手続についても、
おおむね情報公開の手続の流れと同じですが、開示される文書につい
ては、開示請求者自身の個人情報に限られます（なお、請求には本人
であることが確認できる書類が必要になります。）。
　手続の詳細については、お気軽に下記までお問い合わせください。

公
開
請
求
者

（
誰
で
も
請
求
で
き
ま
す
）

請
求
書
記
入
・
提
出

担
当
課
で
文
書
検
索

公
開
・
非
公
開
の
決
定

書
面
で
決
定
（
公
開
・

非
公
開
等
）
の
通
知

公
開
等

●
問
い
合
わ
せ
●　
総
務
課　
法
務
係　
☎
6
9‐2
1
2
1　

Ｆax
6
3‐4
0
8
6

information

保険料が変わる理由
①介護保険サービス利用者の増加
　社会の高齢化に伴い、介護保険サービスを利用する人（要支援・
要介護認定者）が、今後も増えると予測されています。（図１）

②在宅・施設サービスの施設整備
　サービス利用の増加や施設待機者の状況から平成３０年度からの
３年間に施設整備を予定しています。
　具体的には施設サービスとして、特別養護老人ホームの整備を
予定しています。
　併せて、住み慣れた地域での生活を支えるため、地域密着型サー
ビスとして、グループホームや小規模多機能型居宅介護施設等の整
備を進めていきます。

③第１号被保険者の保険料負担率の増加
　保険料の負担率は、第１号被保険者（６５歳以上の方）と第２号
被保険者（４０～６４歳の方）の人口比率により、国が見直します。
　高齢化に伴い、今回の見直しでは、第１号被保険者の負担率が１％
増加し、２３％になりました。（図２）

要支援・要介護認定者の推計（図１）

介護保険の財源内訳（図２）

第６期（平成２７年度～平成２９年度）
月額５，０７０円

第７期（平成３０年度～平成３２年度）
月額５，９４０円

調整交付金
5.0％

国
20.0％

県
１２.5％

市
１２.5％

第１号
被保険者
23.0％

第２号被保険者
27.0％

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0
（人）

4,383
4,678

5,251

471

529

635

680

845

604

619

515

554

737

764

893

629

586

573

619

860

902

986

696

615

平成30年度
2018年度

平成32年度
2020年度

平成37年度
2025年度

■ 要介護５

■ 要介護4

■ 要介護3

■ 要介護2

■ 要介護1

■ 要支援２

■ 要支援１

　介護保険制度は、介護が必要となった方が安心して介護サービスを利用できるように、社会全体で支えあ
う制度です。
　制度を支える介護保険料は、高齢化の進展や利用者数の増加、施設整備等の必要性など実情に応じた介
護サービスが提供できるよう、３年ごとに見直すことになっています。平成３０年度～平成３２年度（第７期）
の介護保険料の月額基準額は５,９４０円になります。
　今年度の被保険者（６５歳以上の方）の介護保険料は、昨年の所得が確定した後、７月初旬にお知らせします。

平成３０年度から
介
か い

護
ご

保
ほ

険
け ん

料
り ょ う

が変わります

●問い合わせ●　�長寿福祉課　介護保険係　☎６９‐２１６５　Ｆax６３‐４０８５

平成30年度～平成32年度(第7期）の介護保険料� (単位：円)

段階 世
帯

本
人 対　　象　　者 保険料

月額 年額

第1段階 世
帯
非
課
税

本
人
非
課
税

・生活保護受給者の人
・老齢年金受給者で、世帯全員が市民税非課税の人
・世帯全員が市民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下の人

2,554 30,648 

第2段階 世帯全員が市民税非課税
前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円を超えて120
万円以下の人 3,742 44,904 

第3段階 前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が120万円を超える人 4,455 53,460 
第4段階

世
帯
課
税

世帯の誰かに市民税が課税され
ているが、本人は市民税非課税

前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下の人 5,167 62,004 
第5段階

（基準額） 前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円を超える人 5,940 71,280 

第6段階

本
人
課
税

本人が市民税課税

合計所得金額が125万円未満の人 6,712 80,544 
第7段階 合計所得金額が125万円以上200万円未満の人 7,425 89,100 
第8段階 合計所得金額が200万円以上300万円未満の人 8,910 106,920 
第9段階 合計所得金額が300万円以上400万円未満の人 10,395 124,740 
第10段階 合計所得金額が400万円以上500万円未満の人 11,880 142,560 
第11段階 合計所得金額が500万円以上1,000万円未満の人 13,365 160,380 
第12段階 合計所得金額が1,000万円以上の人 14,850 178,200 

※年号が決まっていないため平成の表記としています。
※�第１～５段階の方について、合計所得金額の算定は課税年金収入に係る雑所得を除いて行います。

決
定
通
知
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庭園デザイナーが信楽駅前を彩る
～信楽焼×石原和幸ガーデニングショー～
　世界的に有名な庭園デザイナー石原和幸氏に
よる、信楽焼を使用したガーデニングショーが４
月２８日、信楽駅前特設会場で行われました。
　当日は、来場者にも移植ごてが配られ、石原
さんの指導の下、スタッフと来場者でモミジやツ
ツジ、シバザクラなど約５０種類の草花と、鮮や
かな青色の信楽焼の植木鉢や火鉢を使い、庭園

を作り上げました。
　この庭園は、今
でも自由にご覧い
ただけます。 ぜ
ひお出かけくださ
い。
◀石原さん指導のもと
　作られていく庭園

お米の食感を楽しめるジェラート
～ジェラートアズーロ×甲賀流田植えの術～
　滋賀の特産品を使ったジェラートを販売する
「ジェラトリアアズーロ」（彦根市）で使う近江米
「みずかがみ」の田植えが４月２９日、土山町黒
川の水田で行われ、地域の児童や忍者姿の市職
員ら約４０人が参加しました。
　田植え終了後には、参加者に近江米と守山い

ちごのジェラートが
配られ、初めて食べ
るお米のジェラート
に児童は「プチプチ
としたお米の食感が
面白い」と笑顔で口
に運んでいました。

▲近江茶のジェラートを笑顔で受けとる児童

▲鮮やかな衣装を着たケンケト祭りの主役たち

伝統ある祭りの主役は地元小学生
～ケンケト祭り～

　ケンケト祭りが５月３日、土山町前野の瀧
た ぎ

樹神
社で行われました。
　この祭りでは、国選択無形文化財のケンケト踊
りが奉納され、踊りの主役は地元（甲賀町岩室・
土山町前野）の小学生から毎年交互に選ばれます。

　踊り子たちは、背丈と同
じくらいの大きな羽根飾り
の被り物と鮮やかな色彩
の衣装を身に着け、「ケン
ケト　ケンケン」の掛け
声に合わせて片足で跳び
はねるなど軽やかな踊り
を多くの見物客に披露し
ていました。

仲良し稚アユに園児・児童も笑み
～朝宮小学校・朝宮保育園　稚アユの放流～
　信楽町宮尻の信楽川で５月１５日、地域環境保
全を目的としたアユの放流が行われ、朝宮小学
校の１、２年生の児童８人と朝宮保育園の園児９
人が参加しました。
　今年は稚アユ２千匹が用意され、子どもたちは
バケツに入った元気いっぱいの稚アユを受け取る
と、大宮神社前の河川敷で先生の掛け声
とともに、一斉に川へ
放ちました。
　子どもたちは、川岸
から連なって泳ぐ稚ア
ユを見て「仲良く一緒
に泳いでる」とうれしそ
うに話していました。

▲�川岸から稚アユを放流する
　園児

■甲賀の印象や来日して経験したことは？
　甲賀は、山など景色がとてもきれいです。
来日してから、曳山祭り、餅まき、みこし担ぎ、
田植え、タケノコ掘りなど大学で勉強してい
た日本の行事を実際に体験できる貴重な経
験をさせてもらっています。また、忍術村で

は、忍者衣
装をまとっ
て、 体 験し
ながら歴史
を学ぶとい
うことが 大
変おもしろ
かったです。

■�来日してからはどのような活動を？
　甲賀のさまざまな場所に行
き、たくさんの日本らしい写
真や動画をとっています。そ
れを使って甲賀のプロモー
ションビデオを制作していま
す。今後、甲賀市観光協会のホームページでも見られる予定で
すので、ぜひご覧ください。映像は、帰国してからも制作し続け、
フランスと日本の関係をもっとつなげていきたいです。
■�アレクシさんから市民の皆さんへ
　すごく美しい景色や文化と歴史がパワフルな甲賀市に、市
民の皆さんは誇りをもってください。
　あと、１カ月甲賀市に滞在していますので、見かけたら声を
かけていただき、私に甲賀の魅力を教えてください。

であい

こうか
甲賀の魅力を教えて
Parlez-moi du charme de Koka

　今回は、フランスの国立ルーアン大学文化遺産学部の大学院から、甲賀市の観光
を学びに来日されたジョンデ・アレクシさんにお話を伺いました。アレクシさんは、４月
から７月上旬まで甲賀市観光協会のインターンシップ（就業体験）生として日本語を学
びながら研修されています。

甲賀市観光協会インターンシップ生　ジョンデ・アレクシさん

▲市長に表敬訪問したジョンデ・アレクシさん（中）
　と甲賀市観光協会 小山会長（左）

▲みこしを担ぐジョンデ・アレクシさん

　伊賀焼伝統産業会館は、伊賀焼の
窯元が多く集まる丸柱地区にあります。
資料展示室では、伊賀焼の製造過程を
パネルで説明し、古い伊賀焼の資料も
展示しています。
　また、陶芸体験ができ、手ろくろや電動ろくろを使って自分のオ
リジナル作品を作ることができます。陶芸家から指導を受けて作る
ので、初めての人や子どもでも楽しく作品づくりができます。ぜひ、
伊賀焼伝統産業会館にお越しください。（５人以上の場合、要予約）

　亀山市の花でもある花
しょうぶが、毎年 6 月上旬
に見ごろを迎えます。それ
に合わせ毎年「花しょうぶ
まつり」が開催され、花しょうぶの栽培指導・販売、
地元特産物をはじめとした各種出店、野点、写真コ
ンテスト、小学生以下対象の写生大会、バルーン
アートなどが催されます。
　4,000㎡の敷地に、さまざまな色や形で咲き並
ぶ花しょうぶを観賞しながら、ゆったりとした初夏
のひとときを過ごしてみませんか。

◦と  こ  ろ◦ 伊賀市丸柱１６９番地の２
◦ 開館時間◦９時～１７時
◦ 休  館  日◦月曜日（祝日の場合は、翌日）12月28日〜１月４日
◦ 入 館 料 ◦ 大人200円　中高生100円
◦ 問い合わせ◦ 伊賀焼振興協同組合　☎0595-44-1701

◦と 　 き◦　�6月10日（日）10時～15時（雨天決行）
◦と こ ろ◦　�亀山公園内菖蒲園�  

（亀山市若山町７　亀山中学校北側）
◦アクセス◦　�ＪＲ亀山駅から徒歩13分�  

名阪国道「亀山ＩＣ」から車で約6分
◦問い合わせ◦　�花しょうぶまつり実行委員会事務局 

（公財）亀山市地域社会振興会内�  
☎0595-82-7111

情報交流広場

伊賀市

亀山市
となりまち

い こ か
伊賀焼伝統産業会館
～オリジナルの伊賀焼作品を作ろう～

亀山公園第21回花しょうぶまつり
～100種1万2千株の
� 花しょうぶが皆さんをお出迎え～
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甲賀消防ニュース みんなの
交通安全
（甲賀警察署）

火災 救急 救助 その他
甲賀市 １６件 1238件 24件 １１５件
前年比 −１3件 ９２件 3件 ３５件

甲賀消防管内における各種災害の発生件数

地震に対する日頃の備えを　

　いつどこで発生するか分からない地震から命を守るため、日
頃から次のことを心がけ、いざという時に適切な行動ができるよ
うに備えておきましょう。

家具が転倒しないよう固定
　地震が発生したときには「家具は倒れるもの」と考えて、
家具を壁に固定するなど転倒防止対策をしておきましょう。

食料や水などの備蓄、非常用持ち出し袋の備え
　ライフラインが止まった場合に備え、飲料水（１人１日当たり
３㍑）や非常食（３日分を目安）などを備蓄しましょう。また、
救急用品や毛布なども非常用持ち出し袋に入れ、いつでも持ち
出せるようにしておきましょう。

家族同士の安否の確認方法を事前に決める
　別々の場所にいるときに災害が発生した場合に備え、お互
いの安否確認の方法や集合場所などを事前に話し合っておきま
しょう。

市民ぐるみで暴走行為を追放

　甲賀警察では、暴走族の取締りを強化し、平
成２９年中は無免許運転や信号無視等の交通法
令違反で４３人を検挙しました。
　検挙された子どもは、暴走族への憧れや先
輩、同級生からの誘いなど軽い気持ちで暴走に
加わっているのが実態です。
　暴走族と交流を持つ子どもには、服装や生活
態度の乱れ、深夜の外出、コンビ二等にたむろ
するといった前兆が見られます。
　このような少年を家庭・地域等で見逃さず、「暴
走しない」「暴走させない」「暴走を見に行かない」
の『暴走族に対する三ない運動』を市民一体と
なり展開しましょう。

市内における交通（人身）事故発生状況
本年 前年 増減数 4 月中

発生件数 ７７件 ８５件 −８件 １９件
死者数 ２人 １人 ＋１人 ２人

負傷者数 １００人 １０３人 −３人 ２７人
（平成30年4月末現在）（平成30年4月末現在）

●問い合わせ●甲賀広域行政組合　消防本部　通信指令課
☎62-0119　Ｆax62-3666　 fd-tsushin@koka-koiki.jp
組合ホームページ　http://www.koka-koiki.jp

●問い合わせ●

生活環境課　防犯交通対策係
☎69-2143　Ｆax63-4582

■募集期間　６月１日（金）～２９日（金）の執務時間中（８時３０分～１７時１５分）
■試験日　（一次試験）７月２２日（日）（二次試験）８月下旬～９月上旬※１

■合格発表　９月下旬～１０月上旬　 ■採用予定日　平成３１年４月１日
職種／人数 受験要件

上
級

一般事務／８人程度 平成元年４月２日～平成９年４月１日生まれ土木／３人程度

学芸員（歴史・民俗）／１人程度
①昭和５９年４月２日～平成９年４月１日生まれ
②学芸員の資格を有するもしくは取得する見込み、かつ大学等で日本史学（文献）
か日本民俗学を専攻し卒業もしくは卒業する見込み

中
級保育士・幼稚園教諭／８人程度 ①平成元年４月２日以降生まれ

②保育士および幼稚園教諭の資格を有する、または取得する見込み

保健師／２人程度 ①平成元年４月２日～平成９年４月１日生まれ
②保健師免許を有する、または取得する見込み

※１  日程は、１次試験合格者にお知らせします。
※　受験要件の詳細については、受験案内をご確認ください。
※　受験案内や申し込みの様式等は、市ホームページに掲載しているほか、人事課にて配布しています。

甲
こ う

賀
か

市
し

職
し ょ く

員
い ん

採
さ い

用
よ う

試
し

験
け ん

　　　

●問い合わせ●人事課　人事係　☎６９-２１２２　Ｆax６３-４０８６

information

件（児童の監督や保護、生計同
一関係など）を満たしているかど
うかを確認するためのものです。
　届出用紙は、５月末に市から受
給者あてに郵送しています。現況
届の提出がない場合は、６月分以
降の手当が受けられませんので、
必ず提出をお願いします。
提出期間●６月１日（金）～29日（金）
提出場所●子育て政策課（市役所

１階　特設受付）・旧支所である
土山、甲賀大原、甲南第一、信楽
地域市民センター

※郵送での提出も可。
問 〒528-8502 水口町水口６０５３
子育て政策課　子育て政策係
☎６９−２１７６　Ｆax６９−２２９８

　市では、水道メーターの有効期
間である８年を満了する前に交換
作業を行っています。
　交換対象の方には、事前にはが
きで交換予定日と作業実施業者
名をお知らせしますので、ご協力
をお願いします。
実施時期●６月から毎偶数月
メーター交換事業者●甲賀市管工

事協同組合加盟業者
※交換時は、一時的に断水します。
※メーター交換に費用はかかりません。
問 上下水道総務課　料金管理係
☎６９−２２２３　Ｆax６９−２２９５

　市では、修学の意欲がありなが
ら経済的理由により高等学校等へ
の修学が困難な方に対して奨学資
金を給付しています。
給付対象●次の①から③のすべて

に該当する方が対象
①	滋賀県奨学資金、日本学生支援

機構奨学金、またはこれらに準
ずる奨学金の貸与を受けてい
る方

②	①の奨学金の貸与を受けた日よ
り前１年以上引き続いて、保護
者が市内に住所を有している方

③	生活保護法に基づく被保護世
帯またはそれに準ずる世帯に属
する方

給付の額●

・高等学校、特別支援学校（高等
部）等・・・月額　５，０００円

・大学（大学院を除く）等・・・
　月額　１５，０００円
申請期間●６月１１日（月）～７月３１日（火）
申請書類●給付を受けるには、申請

書類の提出が必要です。詳しくは、
下記までお問い合わせください。

問 申 学校教育課　学務係
☎６９−２２４３　Ｆax６９−２２９３

　現況届は、毎年６月１日の状況
を把握し、６月分以降の児童手
当・特例給付を引き続き受ける要

水道メーターの交換に
ご協力を

お
知
ら
せ

　コンビニエンスストアまたは市
役所庁舎入り口に設置している証
明書交付機での平成３０年度（平
成２９年分）所得証明書、課税（非
課税）証明書の交付は、６月９日

（土）からの開始になります。
　また、市民課および各地域市民
センターの窓口では、下記の日付
から交付が可能となります。

【特別徴収（給与からの引き去り）の方】
　５月８日（火）から交付開始

【普通徴収（給与からの引き去り以外）の方】
　６月８日（金）から交付開始
問 税務課　市民税係
☎６９−２１２８　Ｆax６３−４５７４

　労働保険の年度更新は 7 月１０
日までとなっています。
　労働保険（労災保険・雇用保険）
の年度更新申告相談を開催します
ので、ご利用ください。
日時●6月19日（火）9時30分～16時
場所●甲賀市商工会大ホール
問 滋賀労働局　総務部　労働保険徴収室
☎０７７−５２２−６５２０
Ｆax０７７−５２３−５７５５
商工労政課　商工労政係
☎６９−２１８８　Ｆax６３−４０８７

労働保険の年度更新は、
７月１０日までに

相
談

奨学資金給付制度
お
知
ら
せ

児童手当・特例給付　
現況届提出をお忘れなく

お
知
ら
せ

証明書交付機での
平成３０年度所得証明書、
課税証明書の交付は、
６月９日（土）から開始

お
知
ら
せ
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「 広 報こうか 」が ホ ー ム ペ ー ジ で もご 覧 い た だ けます 甲 賀 市 を もっと好 き に な る ア プリ

甲賀市ホームページ 甲賀市 検 索 無料アプリ「マチイロ」 甲賀市 検 索甲賀市facebook 甲賀市information

病院・施設お迎え　もしも・・・の時に
甲賀斎苑ご利用でのご葬儀
　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール
（株）水口福祉社 TEL62-3055
本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127

あいこうか薬局

自分らしく 健康長寿

甲賀市水口町松尾830-2　☎0748-65-6636

もっとゆたかに　～人権保障のとりくみ～

誰もが個性と能力を発揮できる社会を

　市では、性別にかかわりなく、その個性と能力を社会のあらゆる分野に
おいて、十分に発揮できる男女共同参画社会の実現をめざしています。
　そのための取り組みのひとつとして、ワーク・ライフ・バランスの推進
があります。仕事と生活の調和を図りながら、一人ひとりが望む多様な生き方ができるよう、セミナーを開
催するなどの取り組みを進めています。

問 商工労政課　☎６９‐2189　 Ｆax63‐4087　　人権推進課　☎69-2148　 Ｆax63-4554 

介護予防ボランティア・ポイント
制度」を実施しています。
♦ポイント制度のしくみ
対象●以下の①～③をすべて満たす方
① 市内在住の６５歳以上の方
② 要介護認定および要支援認定

を受けていない方
③ 介護保険料の未納および滞納

をされていない方
内容 ●市内の所定施設でボラン

ティア活動を行い、その活動時
間に応じてポイントを貯めるこ
とができます。貯めたポイント
は、ポイント数に応じて市の特産
品と交換することができます。

登録方法●下記で登録申請を行っ
てください。所定の研修会を受
講することでボランティア・ポイ
ント制度の登録となります。

問 申 甲賀市社会福祉協議会
☎76−3287　Ｆax63−2021

対象●青少年活動団体・子ども会
の指導者など

定員●15人
参加費●500円
持ち物 ●筆記用具、飲み物、タオ

ル、帽子、軍手、米一合
申込方法●申込書を社会教育課ま

たは甲南青少年研修センター
へ提出（ＦＡＸ可）

　※申込書は提出先に設置してい
ます。

申込締切●6月12日（火）
問 申 青少年自然活動支援センター
（社会教育課内）
☎69−2248　Ｆax69−2293
甲南青少年研修センター
☎86−8151　Ｆax70−3366

　高齢者の皆さんにいつまでも健
康で、生きがいを持って元気に暮
らしていただくために、「高齢者

龍
りゅう

三
さ ぶ

郎
ろ う

、バンジョー：髙
た か

島
し ま

圭
け い

四
し

郎
ろ う

プログラム●東京ラプソディ、青い
山脈、君恋し、赤いランプの終
列車、憧れのハワイ航路　ほか

入場料● �【前売】２,０００円�  
【当日】２,５００円

※全席自由、小学生以上有料、未
就学児の入場・同伴は不可

プレイガイド●あいの土山文化ホー
ル、あいこうか市民ホール、忍の里
プララ、アル・プラザ水口　ほか

問 申 あいの土山文化ホール（月曜
休館）

☎６６−１６０２　Ｆax６６−１６０３

日時●6月16日（土）9時30分～16時
場所 ●甲南青少年研修センター
（甲南町葛木875）
内容●自然体験活動・野外調理な

ど子どもと楽しめる内容を紹介

高齢者介護予防
ボランティア・ポイント制度

募
集

夜
よ

空
ぞ ら

旅
た び

人
と

（天体観望会）
「土星の環を見てみよう」

催
し

講師●小
こ

西
に し

　貴
た か

士
し

さん（森の案内
人／写真家）

参加費●無料
※申し込み不要
問 水口幼稚園（担当：津田）
☎６２−０３２９　Ｆax６２−０３３４

日時●７月１日（日）１４時開演(１３時
３０分開場)

場所●あいの土山文化ホール
内容●古き良き昭和初期の流行歌

をアコーディオンの伴奏でお届
けします。藤

ふ じ

山
や ま

一
い ち

郎
ろ う

、霧
き り

島
し ま

昇
のぼる

、岡
お か

晴
は る

夫
お

が歌った昭和歌謡を皆さ
んで一緒に歌いましょう。

出演者●東京大衆歌謡楽団
　唄：髙

た か

島
し ま

孝
こ う

太
た

郎
ろ う

、アコーディオン：
髙
た か

島
し ま

雄
ゆ う

次
じ

郎
ろ う

、ウッドベース：髙
た か

島
し ま

ンゴ等、古今東西・時空を超えて
即興的に生み出されるサウンドを
お楽しみください。
日時●６月１６日（土）１４時開演
会場●あいこうか市民ホール展示室
出演● �チェンバロ：澤

さ わ

　朱
あ か

里
り

�  
バイオリン：上

か み

川
か わ

　忠
た だ

昭
あ き

�  
　　　　　磯

い そ

辺
べ

　陽
あきら

※入場無料
問 あいこうか市民ホール（月曜休館）
☎62−2626　Ｆax62−2625

日時●６月２２日（金）１０時３０分～１２時
場所●日本基督教団水口教会会堂
（水口町城東３−２１）
内容●「子どもという自然～ありの

ままの素敵を考える～」

日時● �６月９日（土）�  
１９時３０分～２１時３０分

場所●かふか生涯学習館
内容●月、木星、土星などの観望
定員●先着２０人
申込方法●電話で下記まで
申込締切●６月８日（金）
※天候不良、申込者少数の場合

は、中止します。
申 問 かふか生涯学習館
☎８８−４１００　Ｆax８８−５０５５

　チェンバロをはじめ、さまざま
な古楽器などを用いて中世からル
ネサンス、バロック、ケルト、タ

第８回サロンコンサート
「わぁるど・ばろっきー」を愉しむ

催
し

公開〝共育〟講座
〝子育て〟〝親育ち〟を
一緒に考える

催
し

青少年自然体験活動指導者等
研修会
～甲賀流 子どもと楽しむ術～

募
集

　スポーツの振興と、健康増進・競技力向上のため、スポーツ協会加盟団体による球技大会を開催します。
日　程 種　目 会　場 対　象

  6月10日（日） バウンドテニス 土山体育館
市内に在住、在勤、在学して 
いる方
※�競技方法・参加費・申込方

法は、各種目別に異なりま
すので、上記までお問い
合わせください。

  6月23日（土） ターゲット・バードゴルフ 杣川ターゲット・バードゴルフ場
  7月  8日（日） ソフトテニス 甲賀中央公園 テニスコート
  8月19日（日） ゲートボール 土山室内運動場

サッカー 水口スポーツの森
  8月26日（日） バドミントン 甲賀中央公園体育館
  9月  2日（日） バスケットボール 水口体育館
10月  7日（日） ソフトボール 土山運動場

  10月  8日（月・祝） 卓球 土山体育館
  1月27日（日） ソフトバレー 水口体育館

※開催日程の変更時は、甲賀市スポーツ協会のホームページでお知らせします。

問 申 甲賀市スポーツ協会事務局
☎86-2343　 Ｆax86-2443甲賀市スポーツ協会第１４回市民球技大会催

し

東京大衆歌謡楽団
～懐かしの昭和の名曲を唄う～

催
し
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市
内
に
は
、
非
常
に
多
く
の
城
跡
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
く
が
甲
賀
に

居
住
し
た
武
士
（
甲
賀
衆
）
に
よ
っ
て
造

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
甲
賀
の
戦
国
時

代
を
象
徴
す
る
遺
跡
で
す
。

　
近
年
、
貴
生
川
遺
跡
（
水
口
町
）
の

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
新
た
な
城
館
と
、
そ

の
城
館
が
築
か
れ
る
以
前
の
居
館
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
居
館
は
四
方
を

溝
で
囲
み
、
一
辺
約
40
メ
ー
ト
ル
の
方

形
を
し
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
（
13
世

紀
前
半
）
に
造
ら
れ
、
室
町
時
代
（
16

世
紀
後
半
）
ま
で
維
持
管
理
さ
れ
て
い

ま
し
た
。　

　
こ
れ
ら
の
調
査
成
果
か
ら
、
中
世
の

貴
生
川
遺
跡
は
三
つ
の
段
階
に
分
か
れ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
第

一
段
階
は
、複
数
の
掘
立
柱
建
物
と
、柵・

溝
か
ら
な
る
一
般
的
な
集
落
で
、
第
二

段
階
は
、
溝
で
囲
ま
れ
た
領
主
の
居
館

を
中
心
と
す
る
村
に
な
り
、
第
三
段
階

は
、
居
館
を
取
り
壊
し
、
土
塁
と
堀
を

備
え
た
城
館
へ
と
変
化
し
ま
す
。

　

特
に
注
目
す
べ
き
は
、
第
二
段
階
か

ら
第
三
段
階
へ
の
転
換
で
す
。
こ
こ
で
は

溝
で
囲
ま
れ
た
だ
け
の
居
館
が
、
土
塁

と
堀
を
備
え
防
御
機
能
を
高
め
た
城
館

へ
と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
居
館
か
ら
城
館

へ
の
変
化
は
16
世
紀
後
半
と
推
定
さ
れ
、

織
田
信
長
が
天
下
統
一
に
む
け
て
、
甲

賀
郡
を
制
圧
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
期

と
一
致
し
ま
す
。
貴
生
川
地
域
を
支
配

し
た
領
主
が
信
長
の
攻
撃
に
対
抗
す
る

手
段
と
し
て
、
貴
生
川
地
域
に
あ
っ
た

居
館
を
取
り
壊
し
、
新
た
な
城
館
を
築

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
時
代
の
流
れ
と
遺
構
の

変
遷
が
連
動
す
る
貴
生
川
遺
跡
は
、
市

内
で
も
希
有
な
遺
跡
で
す
。 

　
な
お
、
貴
生
川
遺
跡
の
発
掘
調
査
成

果
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
・
29
年
度
に

刊
行
さ
れ
た
発
掘
調
査
報
告
書
に
詳
細

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
の
図
書

館
に
収
め

ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
と
も

ご
覧
く
だ

さ
い
。

▲鎌倉時代から室町時代の方形居館

●
問
い
合
わ
せ
●

　
歴
史
文
化
財
課　
埋
蔵
文
化
財
係

　
☎
６
９‐２
２
５
１　
Ｆax
６
９‐２
２
９
３

居
館
か
ら
城
館
へ

～
貴
生
川
遺
跡
発
掘
調
査
成
果
か
ら
～

甲こ
う

賀か

の
文ぶ

ん

化か

財ざ
い

歴史

●応募先●　〒528-8502　水口町水口6053番地
甲賀市役所 秘書広報課　☎６９‐２１０１　Ｆax６３‐４６１９
 koka10040200@city.koka.lg.jp

こうかの
魅力発見！ 子どもクロスワード

１

A

2

D
３ 4

5 6

C
７

E

8

9

B

　Ａ～Ｅに当てはまる文字を順番につなげた言葉
が答えです。
　答えが分かったら、郵便はがき・ＦＡＸ・Ｅメー
ルで①答え②住所③氏名④学年⑤広報こうかの
感想を書いて秘書広報課まで送ってください。
締切は６月１８日（月）です。正解者の中から抽選
で５人にプレゼントをお送りします。お楽しみに。 

ヨコのカギ
１　雨が降ったらさします
３　甲賀市移動図書館　ぶっくるんと○○バス
４　座ること　別の言い方で○○をかける
５　�甲賀市が 2020 年東京オリン○○○・パラリン 

○○○のホストタウンに登録されました
７　最も近いところにある駅
９　かまぼこの下にあるもの

タテのカギ
１　水口の特産物といえば
２　�みなくち子どもの森の昆虫広場にはいろんな○○が

います
４　郵便局は2007年10月に○○○○から民営化されました
６　青土ダムではワカサギ○○ができます
８　ひがし、にし、みなみ、○○

５月１日号の
答えは

「コドモノヒ」
でした。

甲賀市役所　〒５２８-８５０２ 甲賀市水口町水口６０５３番地� 
☎０７４８-６５-０６５０　Ｆax０７４８-６３-４086

甲賀市ホームページ 
http://www.city.koka.lg.jp/

甲賀市 facebook ページ 
http://www.facebook.com/city.koka

市HP Facebook

「 広 報 こ う か 」が ホ ー ム ペ ー ジ で も ご 覧 い た だ け ま す広報こうか�
平成３０年（２０１８年）6月１日　Ｎｏ．３11　２０１８．6．１発行

編集・発行

行政情報番組
「きらめきこうか」

市政情報や地域の催しなどを放映して
います。ぜひご覧ください。
【１日８回放送】
9時30分・１３時・１５時３０分・１７時 
１８時３０分・２０時３０分・２２時・２３時３０分
※きらめきこうか手話ダイジェストを毎日１９時

から放送しています。（１日・１６日更新）

学習情報番組
「とびだせ！わくわく学習室」

小学生を対象にした学習情報番組を、あいコム
こうか１１チャンネルで放送しています。
各学年・教科のポイントを、わかりやすく１０分
ずつまとめています。ぜひご覧ください。
【時間】１７時３０分～１８時（３０分）
　　　（再放送　１９時３０分～２０時）

放送日 ５月２８日～６月３日 ６月４日～６月１０日 ６月１１日～６月１７日

①10分 １年生・こくご① 2 年生・生活① 2 年生・国語②
わたしのはっけんしらせたいな 町ではっけん かん字のよみかた

②10分 ５年生・社会① ３年生・算数① ４年生・算数②
米作りのさかんな地域 わり算 わり算の筆算

③10分 ４年生・理科① ５年生・英語① ６年生・社会①
電気のはたらき What  is  this  ？ 宮町遺跡と紫香楽宮

6月2日～6月9日 6月9日～6月１6日

特集 働くならやっぱり甲賀
（株）日立建機ティエラ

であいこうか
ジョンデ・アレクシさん

エンディング 油日にこにこ園
ひよこ・りすぐみ

油日にこにこ園
うさぎぐみ

※「特集」では広報こうかに掲載した記事を詳しく紹介します。
※番組は、毎週土・水曜日１８時３０分に更新しています。都合により

番組内容を変更する場合があります。

問 秘書広報課　広報広聴係　☎６９‐２１０１　Ｆax６３‐４６１９

問 学校教育課　学務係　☎６9-2243　Ｆax69-2293

あいコムこうか
光テレビ

※ご視聴にはあいコムこうか
光テレビ11チャンネルの有
料契約が必要となります。

番組ガイド
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●問い合わせ●　観光企画推進課　地域資源振興係
　☎６９‐２１９１　Ｆax６３‐４０８７

甲 賀 市 の 人 口 の 推 移
� Ｈ３０．4．３0現在
●総数 �  91,116（−14）人
●男 �  45,378（+13）人
●女 �  45,738（−27）人
●世帯数 �  35,148（＋56）世帯

※（　）内は前月比

働
は た ら

くならやっぱり甲
こ う

賀
か

このコーナーでは、働き方改革に率先して取り組む市内企業・
事業所・団体のイクボスを紹介します。

株式会社日立建機ティエラ
常務取締役　管理本部長

渡
わ た な べ

辺朗
あ き

夫
お

さん

　

男
性
も
育
児
参
加
で
き
る

環
境
が
必
要
と
感
じ
、
イ
ク
ボ

ス
宣
言
を
し
ま
し
た
。
当
社
に

は
今
、
イ
ク
メ
ン
候
補
者
が
３

人
い
ま
す
の
で
、
全
員
が
育
休

制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
調

整
や
支
援
を
行
って
い
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
遅
く

ま
で
仕
事
を
し
て
い
る
者
が
評
価

さ
れ
る
旧
来
の
考
え
を
改
め
、
毎

週
水
曜
日
の
定
時
退
社
日
に
加

え
、
第
２
水
曜
日
を
完
全
定
退
日

と
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
残
業
時

間
の
縮
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
有
給
休
暇
の
取
得
促

進
や
誕
生
日
休
暇
等
の
付
与
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
宣
言
後
の
変
化
と
し
て
は
、
全

社
的
に
社
員
の
退
社
時
間
が
早

く
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
社
内
の

風
通
し
が
以
前
に
も
増
し
て
良
く

な
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
女
性

管
理
職
の
登
用
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
社
は
経
済
産
業
省
の

「
健
康
経
営
優
良
法
人
」
の
認
定

を
受
け
て
お
り
、
今
後
も
社
員
の

心
身
の
健
康
を
第
一
に
考
え
る
会

社
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

社
員
か
ら
一
言

　
育
児
休
暇
や
有
給
休
暇
の
取
得

を
上
司
の
ほ
う
か
ら
勧
め
て
く
れ

る
の
で
、
非
常
に
働
き
や
す
く
感

じ
て
い
ま
す
。

マイナちゃんからのお知らせ
マイナンバーカードで各種証明書
がコンビニで取得できます。（取得
できる証明書はご確認ください。）

●問い合わせ●  市民課　☎６９‐２１３８　Ｆax６５‐６３３８

6月の延長窓口は 5日、12日、１9日、２6日です。
 ４月から毎週火曜日１９時までの延長窓口が市役所市民課１カ所に
なりました。戸籍・住民票・税証明などの証明書発行、印鑑登録
等をしています。
※�ただし、延長窓口ではお受けできない業務がありますので、対応できる

内容については右記までお問い合わせください。

イ
ク
ボ
ス
と
は

職
場
で
共
に
働
く
部
下
の
仕
事
と
生
活
の
調
和

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
を
応
援
し
な
が
ら
、

組
織
の
業
績
も
結
果
を
出
し
つ
つ
、
自
ら
も
仕
事
と
私

生
活
を
充
実
さ
せ
て
い
る
上
司
の
こ
と
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
●

　
商
工
労
政
課　
女
性
活
躍
推
進
室

　
☎
６
９‐２
１
８
9　

Ｆax
６
３‐４
０
８
７

今月のイクボス

▲日立建機ティエラのイクボス・イクメンの皆さん
自

然
保

護
の

た
め

、
こ

の
広

報
紙

は
再

生
紙

お
よ

び
石

油
系

成
分

の
少

な
い

植
物

油
性

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

広
報

こ
う

か
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発
行

5
月
15

日
号
は
５
p
   に

い
た

で
ご

ざ
る

！
 

日に

本ほ

ん

遺い

産さ

ん

を
巡め

ぐ

る

～
リ
ア
ル
忍
者
を
求
め
て
～
編

　
忍
者
の
実
像
は
、「
甲
賀
衆
」
と
呼
ば
れ
た

「
地
侍
」
で
あ
り
ま
し
た
。
矢
川
神
社
の
門

前
で
は
、
甲
賀
衆
の
自
治
組
織
で
あ
る
甲
賀

郡
中
惣
に
よ
っ
て
、
争
い
ご
と
の
解
決
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
矢
川
神
社
は
甲
賀
衆
の
合
議

の
場
で
あ
り
、
集
会
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

◦
ア
ク
セ
ス　
甲
南
町
森
尻
３
１
０

　
Ｊ
Ｒ
草
津
線
甲
南
駅
か
ら
車
で
５
分

     ～人気歴史学者 磯
い そ だ

田道
み ち

史
ふ み

氏が語る〜
� 「“甲賀忍者”を探って」　　　　　　

日時：６月１７日（日）１３時～
会場：忍の里プララ　ホール
講師：甲賀流忍者調査団　団長
　　　国際日本文化研究センター　准教授　磯

い そ だ

田 道
みちふみ

史 氏
　※入場無料　先着２５０人
●問い合わせ●

　甲賀市観光協会　☎６０‐２６９０　 Ｆa
x６０‐２３６２

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
「
忍
者
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
す
る
文
化

財
を
紹
介
し
ま
す
。

旬の

みどころ

甲
賀
衆
結
束
の
鎮ち

ん
じ
ゅ守
の
社

　
矢や

が

わ川
神じ

ん

じ

ゃ社
楼ろ

う

も

ん門

�

（
県
指
定
文
化
財
建
造
物
）

特別
講演

第１１回


